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Interrace 

インターフェイスは、*人と技術の S 想をめざす"日立のスローガンです。 


最先端の按術を使って 
暮らしに新しい便利さや楽しさを 
ビジネスに創造性や高し化産性を実瑪ずること。 
それが、人と技術の理想をめだず 
日立の「インターフェイス」の願いで东 




































































誰もいないグランド、音 
のない体育館。そこにス 
ポーツという.魔をがかか 
ると、一瞬のうらじ與奮 
のるつぼと化してしまう。 


一瞬の苦らめさと 


チおレンジホ — 


セノーも誇り高きチャレンジャ 
— 。より良質の素ネオをホめ、よ 
り精巧な製品を生み出す努力と 
情熱は、世界中のプレイヤーの 
額にホる一粒の汗と同じです。 
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1991年__ 

広島でアジア選手権大会を開催 日本 A ンドボール協会 II 


昨、 1989 年 8 丹北京において開催され 
た男子第 5 回、女子第 2 回アジア選手権大会 
の開幕を控えて開催された。アジア•ハンド 
ボ I ル連盟 (A^sian 苗 andball『ederation I 
AHF) 理事会において、日本が提案してい 
た 1991 年に開催される男モ第 6 回、女モ 
第 3 回アジア選手権大会を提案の通り、広島 
(日本)で開催ずることが決定された。 

アジア選手権大会は、過去 1977 年にク 
ウエI卜において第 1 回が開催され、 197 
9 年に第 2 回が南京(中国)において、 19 
83 年に第 3 回がソウル(韓国)において、 
1987 年じ第 4 回が アンマン(ヨルダン) 
においてそれぞれ開催され、このとき女子第 
1回が同時に開催されている。 

アジア連盟の加盟国の一員としての広島 
(日本)の開催は、その責任上おそくとも早 
すぎることはない当然の開催であろう。これ 
とは別な意味で、アジア連盟専務理事夕 ad 
AbuiHassan 巧の言葉をかりれば「第 3 回の 
ソウルそして第 5 回の化京がそうであるょう 
に、アジア競技大会の開催が決定している国 
が、いわばリハーサル大会として選手権大会 
を開催する方式ができあがりつつある。広島 
での開催もこの方向にあるので、好ましいこ 
とである」ということもある。すでじ 199 
4 年に広島じおいてアジア競技大会を開催す 
ることが決定し、準備が進められている。 

さて、いずれにしても日本ハンドボール界 


の W 年を越える歴史の中で、かつて経験のな 
い 最大級の園際的な イベントを 迎える ことじ 
なつた。 

しかもこの大会は、 1992 年のバルセ ロ 
ナ •オリンピックの アジア代表の座をかける 
アジア予選を兼る太会でもある。これを機に、 
かつて度したアジアの巧 ing • Queen の座を 
とりもどし、 5 連続 オリンピック 出場を誇り 
とするわが男モナショナルチームが、さらに 
6連続へ、そしてモント リオ ール从来途絶え 
ている女子の出場も果たさなければならない 
課題である。 

1991 年に關催 される アジア選手権大会 
は、 8 月下旬から 9 月 1 日(日)を最終日と 
して、約 W 日間じわたつて開催されることに 
なつている〇また、参加国としては、男子。 
ヶ国、女子6ヶ国が予想される。 

大会開催にあたっては、開催地である広島 
県•広島市、そして広島県ハンドボール協 
会•広島市ハンドボール協会の諸機関、関係 
諸兄の絶大な協力を得なければ、大会の開催 

への道は開けないし、達成することはできな 

、〇 

レ 

そして、 さらに 全国のハンドボ ー ル関係者 
の力強い協力と支援を得なければ遂行できな 
い大事業である。 

開催地である広島の関係諸兄をはじめ、全 
国の各関係諸兄の理解と大きなご協力をお願 
い申し上げる。 
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大崎電気が2年連続のアベック優勝 


黛が回全日本線合選手権大会はじ月の日から Si 日まで 
の4日間、東京•駒沢屋内巧技場、駒沢体育館で開催さ 
れた。 

男子はチ—ムが参加、決勝戦は昨年と同じく大崎電 
気が續を製薬の顔合せとなつた。試合は雪辱を期する演 
、がが一時6点のリードを奪つたが、後半のなかばから全 
く攻めあぐみ、大崎の大逆度を許した。 

_方の女子は、大会前の予想通り大崎の強さが際立ち、 
決勝戦は先の日本リ I グで2位になつた大和銀巧との対 
戦となつたが、を、テの両選手を軸とした反倒的な得点 
力で快滕、3連覇を飾った。 

大崎電気は、これで昨年に続き男女アベック優勝とい 
う"有終の美 W を飾った。 


黄子 


-回戟 


(luh^ 龍龍 

〔戦評〕前半5かまで湧永リード 
の静かな立ち上が-り。ここから自 


旦寸〇0122730000 
M 田山原上藤武田川田村木 

け吉丸桑井斉未わ及お松棚 
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多酒河玉堀新中長荷鎌構 
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衔隊横須貸にオフ卫ンスミスが続 
出。湧、がは速攻の連続で巧点を連 
取。 

瞬間的なプレーのスピード、読 
み、シュートカなど両チームの差 
は大きく、自衛隊も単発的にだが 
いいシュートを決め、清一杯のプ 


自《 〔§=11昔大 

〔戦評〕立ち上がりからトョタは 
日大のポストプレ I をょく防御し 
て攻擧リズムを崩す一方、川田の 
ミ ドルシュ I 卜を軸に得点を重ね 
て5 1〇とリー ドする。 

中盤、攻撃を立て直した日大は 
コン ビネ ー シ ョンの 良い攻撃で、 
粘り強く、徐々じ追い上げ、前半 
終了直前には逆に1点リ1ドする 
が、結局同点となって後半へ。 

後半は、両チ1ムともに一進一 


レーを見せたがゲ I ムにならなか 
つた。辛いゲ！ムを最後までよく 
健闢した。 


退を続けたが、の分にはトヨタが 
3点差をつけ、追いすがる日大を 
ふり切った。 


巧 得〇 〇 2 4 一. 
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江頭宮を辺野羽岡藤沢田手 


W U 掘鬼雨杉渡吉丹西加姑野井 
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お井森井田井江西村本上元 
訓 森 
S 西富香川酒堀中西石が杉 
得〇〇 W 60 7. 
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大同特巧 a お fs —り一 


の福岡教貝 


一でり 

〔戦評〕前半の立ち上がり、大同 
は3連続得点で先斤し、ぺースを 
つかんだ。 I 方福岡教員は、サィ 
ドシュ I 卜、反撃速攻とが抗した 
が、^と大同の7点リードで 
終る。 

後半に入り、またも大同は4連 
取で好スタートを切った。福岡は 
大同•明石にがずるマンツーマン 
の守りも通用せず、大同の地力の 
勝利に終った。 
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吉中藤が生石木藤萬取 
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f ホ田内高朝明植佐阿名 
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V ムヒル 
ラブ 

〔戦評〕立ち上がりから両チーム 
とも巧みにポストプレーを利用し 
て得点をあげた。特にパームヒル 
クラブは、大型デイフェンスの日 
新に巧し息の合ったパスプレ I を 
展開し、前半はほぼ互角のゲーム 
展開で終了した。 

後半に入り、日新デイフユンス 
はフォローデイフェンスが良く、 
パームヒルクラブの走りのプレー 
をうまく押え、逆にパームヒルク 
ラブのミスからうまく速攻につな 
ぎ、得点を重ねていった。得点差 
は開いたものの、最後まで全員 I 
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£川田山木斐井田本田中が 

巧/宇武西高甲藤堀藤池野木 
褐〇0564え514314 
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丸となって、走りの展開をしたパ 
-! ムピルクラブの健闘を讚えたい。 
本田巧硏 r の — り一〇おの葉 
鉛虜 4 一幼 19j 2 クラブ 

〔戟評〕立ち上がり、本田は立木 
のロンダと平松のサイドシユ）卜 
で2点先取。がする板の葉クラブ 
は岸みサイドシュートやペナルテ 
ィーシユートで追撃すると、 5 分 
過ぎに本巧 GK 橋本の好ずから 3 
連精速攻を決められ点差をあけら 
れた。 

栃の葉は滝口、武井のロングシ 
ユートで本田ディフェンスを破ろ 
ぅとす るが、厚い壁に阻まれ、逆 
じ本田の速攻を許す。ぺースをつ 
かんだ本田は立木がロングシュー 
卜、カットインシユ I 卜と良い所 
で加点し、栃の葉を突き放した。 

後半に入り、メンバ I を入れ替 
えた本田ディフ卫ンスの乱れをつ 

き、栃の藥が得点するが、終盤に 
入り疲れからか栃の葉にミスが出 
なじめ、それを本田が得点に結び 
つけがで終了。 


日ザ〇ひ 403014053 

谷田田元下開口西山井 
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本砂島木藤屋口松本が基 


，し苗橋真福立内粟田平山福梅 

化寸-〇 〇 .7 4 7 5 4 〇 5 5 5 〇 


日体大又|お<.ョ S 

〔戦評〕立ち上がりは両チームと 
も GK の活躍もあり、互角の展開 
を見せたが、 W 分過ぎから日体大 
は速攻を連発して得点を重ね、セ 
ットでも下地のテクニックを中ん 
じトヨタ幸体のデイフェンスをゆ 
さぶり、 W か過ぎには WI 9 とす 
る。しかし、日体大デイフェンス 
の荒さが目立ち、トヨタが君島の 
カットインなどで追い上げ、 55— 

と 5 点差で前半を終了。 

後半、両チ I ムとも一進一退を 
くり返したが、前半同様、走力に 
勝る日体大が一次速攻、二次速攻 
とスピーデイな攻撃を連発し、卜 
ヨタのシュートミスにも助けられ 
リードを大きく広げて映勝した。 
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轉 東保 

巧宮巧吉君福岡河奥赤久養 
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審 4 笠 芭^ 


から一二陽はベテラン関を投入し、 
5 連続得点をあげて j 気じ逆転、 
そのまま 逃げ切った。 
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〔福岡〕 
1山田 
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一 || 照商会の〔巧进 S 早ぇ 

〔戦評〕互いにディフェンスじ甘 
さが見られ、；^:|23と早大が1点 

リ I ドで前半を終る。 

後半も淡々と.したゲ I ム展開で 
早大リ）ドで進んだが、如分過ぎ 
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が辺巧岡旧田藤田本斐田馬下 

け渡矢松大武首中山甲菅相宮 

得004415408235 


2回戦 


g 满永製寒姑 f 巧社2^ 
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剧川橋川烏坪川口田藤原藤 

111 宇高浜飯大砂山お安吉近 - 

瑪〇〇 3 51564002 .1 I の 

大崎《煮5^ 〔 wrw ) W を福岡 

〔戳評〕元実業团の好選手であつ 
た清家のぅまいゲ I ムメ！クで福 
岡は、大崎の高いディフェンスラ 
インを突破し、前半なかばまでほ 
ぼ互角の闘いに持ち込んだ。しか 
し、地力じ勝る大略は、全日本代 
表の主砲•宮下や首藤、さらに期 
待の若手•甲斐らのロングシュー 
卜で善戦する福岡を突き放し、結 
局^3点差で勝利を握った。 
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3 夕 

，自動車 

〔戦評〕トヨタが2点先取し、湧 
永 も 4 点を連取する。 そのまま 湧 
、氷が波に乗る かと 思えたが、シユ 
1トミスなどがあり、互いに得点、 
W 分で 9—7 から ディ フ卫 ンスが 
かみ 合い出し、速攻などで 9 連続 
得点し前半を終了。 

後半に入り、 トヨタは 香井のパ 
スカット、サイドシュートなどで 
反撃するが、前半の点差が大きく 
敗退した。 
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り；田卷原村田井沢嘶塚田原 

多酒河玉掘新長荷鎌奥構 
化ザ〇 04190835131 
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〔戦評〕立ち上がりから両チーム 
気合いの入った攻防を展開し、ガ 
ッ プリ 互角に わたり ム ロった が、大 
同•高村の退場を境に 4 連取した 


日新が 3 点リード。 

後半に入ってもそのままリ I ド 
を続ける日新を大同は粘り強いデ 
ィフェンスから追いかけ、 W 分過 
ぎから 4 連取して、逆転。日新も 
粘って PT で同点とし、で 
延長へ。 

第 1 延長も I 進一退の緊迫した 
ゲームを 展開、別で第2延長 
へ。ここでむ息づまる攻防の未、 
西山のミドルシュートでリードし 
た日新が逃げ切った。 
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。川田山木斐井田ネ田中が 

巧/宇武西高甲藤堀藤池野木 
得 003563712200 
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^夏刖巧 〔IUV 日体大 

〔戦評〕両 GK の好守から次々と 
おされる速攻に目が離せない好ゲ 
—ムとなった。前キなかばまでせ 
り合っていたが、本田は退場者を 
出しながらも着実に得点し、6点 
差として前半を終った。 

後半に入り、日体大は速攻ゃサ 
ィドのスカィ プレ！で反撃し、 3 
点差まで追い上げるが、それ从上 
縮まらず、お互いに持ち味を出し 
ながら I 進-退を続けたが、本田 
のぅまさに 敗退した。 































日お製.巧もがんばりををせたか、準ホ勝で敗れる 




巧ちこんでしまう性推です0 

巧をなことを、好きなだけやって t 、るうちにここまできた。 

面白 t 、なぁ、くやし t 、な、うれ。、なと首って t 、るうちに、ここにいた。 

ボール t 、つこあれば、ホ中になれるポクたちは、きっと天下! i 忌のをせ者なんだ、と思 t 、ます。 


Tango 

HiSH3AD タンゴ3号 ¥6,000 

■でな皮モ.■はお•手 It い 

日本リーグ男子ちさま 


mQltenr 


任ホされザが f み 

«ま本れちまが星田区横リ 15T 目 5-7 〒130扛03-的 5-7581 化 
大巧•る古さ•巧巧•広ま•仙も化がリノ USA •デュ.；ホルドルフ W 尼 



後半に入ると、本田が連続得点 
して調子に乗るかと思ぅと、大切 
なと ころで 大崎 ベテラン 宮下と中 
堅•首藤がカットイン、ロングシ 
ユートなどで得点、たえず大崎ぺ 
1スで展開、勝利を握る。 
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〔戦評〕日本リーグ2位のネ田と 
4位の大崎の戦いは、リーグで2 
試合とも敗れている大崎の闢志に 
本田が気遅れしたのか、立ち上が 
りこそ大崎•菅田と本田•内藤の 
得点で互角であったが、巧分間に 
眷田のポスト、甲斐の速攻、首藤 
のロング、本田のミスからの速攻 
などで連続5点を とられ 苦しい試 
合になった。巧分過ぎからやっと 
調子を取り戻した本田は、ェース 
立木を中んに内藤とのコンビで互 
角に試合を進めたが、立ち上がり 
の連続5失点の差で前半を終了。 
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が田の ポストと W 分過ぎにはお— 
巧と W 点差をつけた。その後、両 
チームとも一進 一 退をくり返し、 
見応えのあるゲ I ム展 開と なった 
が、差は縮まらず、実力に勝る大 
崎が、游—ので一二陽を降し、準決 
勝へ進んだ。 


準決勝 


大轉巧気巧ぶ MW ) を二踢商会湧永製薬巧-り MW ) W 日新裝が 


〔戦評〕立ち上がり、一一一陽•飯島 
のロングで先行したが、大崎も首 
藤、宮下を中、心にロングとサィド 
で得点をあげ、巧分過ぎには 8— 
4と大崎がリードを奪ぅが、一一一陽 
も大崎のディフェンスの甘さをつ 
いてお田の活躍で追い上げたが、 
要所で大崎 GK 矢内に阻まれ、そ 
の間に大崎が速攻、ミドルなどで 
着実に得点を重ね、前半は 
で大崎リードで前半を終了。 

後半も大崎が山本のサイド 、 P 
T 宮下のロングで差を広げ、一一一陽 
のシュ I 卜の 間、首藤の スカイ 大 
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〔戦評〕立ち上がり8分間一進 I 
退の攻防。8分過ぎ湧永は酒巻の 
3連続得点をきっかけに612と 
リー ドす る。 その後得点のとり合 
いとなり、： 3— W と湧永の4点リ 
1 ドで巧り返す。 

後半に入り日新は3点差まで追 
い詰めるも、地力に勝る湧永は厚 
いディフ卫ンスで日新の必死の追 
い上げをふり切り、決勝へと駒を 
進めた。 

湧永は要所での G K 徐の好ずか 
ら酒卷、河原らが得点をあげ、湧 
永ぺースの試合でゲ I ムを終えた。 
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決勝 


大お f 沉益可 NMJ w 湧を製薬 

〔賊評；！昨年と同じ決勝力 I ドと 
なった。この試合の見どころは、 
漓水の倘化取のポストプレーを中 
ムにフローター•玉が、が原がど 
のよぅにゲ I ムを組み立てるか。 
一方大瞒は3かの大型フロータ 

I • 首藤、巧-斐、宮下の得点力が 
キーポイントとなる。また、両チ 
1ムとも6に矢内、徐の好守もチ 
I ムに大きな影響を与える。 

前半巧分までは両チ I ムとも一 
進一退の攻防が見られ、接戦の展 
開となったが、湧永の 1— 日ディ 
フェンスが大崎のフロ ー タ 13 人 
の攻撃をよく押え、 ミスを 誘ぅか 
たちで得点を許さなかった。これ 
にがし、ディフェンスの良い 湧、 か 
が攻壁でも動きが良く，河原、玉 
がの ミドル やロング シュート 、荷 
川取のポスト シュー トで得点を重 
ね、.の分にはじ —6とした。しか 


し、大崎は GK 渡辺のぉ入とディ 
フェンスを！—5に変え、湧、水の 
攻撃を食い止め、残り3かで3点 
差まで追い上げた。しかし、大崎 
はこ こで 菅田の痛い2か間退場。 
この間じ湧、がが2点をあげて前半 
をで巧り返した。 

後半に入ると、立ち上がり大晦 
は動きが良くなり、 GK 矢内の好 


み子 


•回戦 


ジャスミ ( gusj け武巧寞 

〔戦評〕ジャスコの先取点で始ま 
り、終始リ I ドする。前半 W 分過 
ぎまで一進 I 退のゲーム展開であ 
り、武庫 W •西村のロングシユー 
卜が目立ったが、徐 々じ ジャスコ 
の GK が慣れてきて、ゴールをよ 
くずり、速攻へとチャンスをつか 
み得点を加えていく。 

両チ I ム ともよく 走ったが、デ 
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ずなどで一進一退のゲ]ム運びと 
なつた0 

後半12か過ぎから大崎は首藤の 
動きが良くなり、3連続得点で残 
り4分、と追いついた。そ 
して残り1か、ラツキーなリバウ 
ン ドを中 田が決め、 とどめに 菅田 
がカットインの得点で扣とし、 
大崎が.2連覇を飾った。 


ィフ卫ンスの面で武庫川が少し弱 
く、そこをジャスコがクロスシュ 
1卜、左右へのフェィントシュ^— 
卜などで得点し、さらに GK の好 
守で勝利を得た。 

東女が大2 ( げ如巧日立ぉ木 

〔戦評〕前半、東女体大は GK が 
山を中んに堅い守りをし、日立は 
攻めあぐねる。逆に東女体大の攻 
撃はリズムを持ち、多彩な攻撃で 
着実に加点し、6点リードで終る。 

後半に入り、日立にいつもの攻 
撃のリズムが出はじめ、のみまで 


に5点連取しゲームは1点を争 
ぅ白熱したゲ！ム展開となるが、 
東女体大はあわてることなく相手 
のミスを確実に点じ結びつけ、日 
立を終始リ！ドし、ゲ^ — ムをもの 
にする。 

ぶ補 uj 巧— 

〔戦評〕立ち上がり、ビクターの 
動きが良く、着実に得点を重ねた 
が、小松クも木下を中、心にポスト 
攻擊で応戦、点差を徐々につめ、 
白熱した戟いを展開。 

後半に入り、地力に勝るビクタ 
1 が速攻で点差を広げる。小松ク 
ラブも最後までキビキビした動き 
で戦いを挑むが、ポスト、サイド 
を中、心の攻めだけに、相手のリズ 
ムを崩すまでには至らず、敗れ去 

つた0 


得001006412000 
g 化敷下井島田井田旧川田 
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巧小山武長お下太永 H 中山小 
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いいむぉ〔|お2畜クラブ 

〔戦評〕実力じ勝るシャトレ I ゼ 
は試合メンバーからベテランの鳩 
崎、黒お、江原をおき、2年半ぶ 
りに監督の李京姫を入れ、若手を 


主体とした メンパ ーでスタ！卜し 
たが、攻撃のリズムが合わず苦し 
いスタ 1 卜であった。 3 分過ぎじ 
李のロングシュートが決まったが、 
をった歯車はかみ合わず、5分過 
ぎから メンバ_ —を 入れ替える こと 
にょりやっとぺースを取り戻し、 

1方的な試合展開とした。 

広島クラブは、ポストプレーに 
時巧すばらしい動きを見せたが、 

ミドルシュート、ロングシュ I 卜 
を巧てるプレ1ャ1が中旧一人で 
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はどうしょうもなく、善戦するに 
終る。 

大巧錶巧お- W 日体大 

〔戦評〕日体大が先取したが、そ 
の後大和の上村、藤本らが4連続 
得点して主導権を握る。日体大は 
小気味良い動きで逆速攻に出ょう 
とする が、高い位置でつぶされ苦 
戦する。大和は W 分過ぎからつめ 
が甘く、ディフ卫ンスの動きが止 
まった ところ ポスト攻撃をかけ着 
実に加点ずる。一方の日体大も-竹 
まのミドルなどで反撃流れを取 


































今大会化国銀行の健闘が光った 



ラスト W 分、ジヤスコも粘りを見 
せ連続8得点で差を縮めたがなば 
ず、前半で勝負を決めた大崎の余 
格の勝利であった。 
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クタぷ gu ) 2東女体大 

〔戦評〕今大会、学生界で唯一2 
回戦進出をした東女体大は、セン 
夕！とが度の 2人をヶガで 欠き、 
厳しい状態で試合に臨んだ。 

前半から一進 I 退の攻防が続い 
たが、東女体大は佐藤へのポスト 
プレーからの得点を中、心に G にが 


山の好ずなどでチームを盛り上げ 
た。】方ビクターは、東女体大の 
ミスから着実じ速攻で得点を重ね、 
一時東み化大にリ I ドを許したが 
枝川の3連続得点で逆転し、 

9で巧り返した。 

後半に入ると東女体大の動きが 
少し鈍り、さすが実業团のチーム 
だけあるビ クター は、主導権をし 
っかり握った。残り8分、3点差 
でビクター に退場者が出て、東女 
体大の追撃が期待されたが、逆じ 
ビ クタ！ が得点を重ね、善載むな 
しく学生チームはすべて姿を消す 
結果となつた。 
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〔戟評〕立ち上がりシャトレーゼ 
は、サィドシュ I 卜、ペナルティ 
1スロ J などで先斤した。一方大 
和は、の分過ぎから連続速攻でエ 
ンジンがかかり、一気じ逆転し、 
2 —W の2点リ！ドで前半を終了 
した0 

後半、一進一退の白熱したゲー 
ムとなった。一時は大和が 5 点を 


リードして そのまま 終る かと 思わ 
れたが、シャ トレー ゼは ラスト 3 
分じ1点差まで追い上げ、益々盛 
り上がった。最後は、大和がポス 
トシュートを決めて終了の笛が鳴 

つた0 
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〔戦評〕立ち上がり立石が 310 
とリードを奪ぅ が、 化国も立石. 
野嶋をマンツーマンで攻撃を分断 
し、攻めても金のパワフルなプレ 
1で得点をあげ、のか過ぎには7 
1 5と逆転。その後立石も金をマ 
ンツ I マンでずるが、5が5の攻 
巧を化国は吳のロングを中んじが 
のサイド、上田の速攻などで着実 
に得点をあげ、要所では金がカッ 
トイン、 PT と活躍し、比嘉を中 
ムじ粘る立石に^ IW と7点差を 
つけて前半を終了。 

後半も化国がパスカットからが 
の速攻で先行、立石も GK 川島の 
好守から得点をあげるが、北国は 
金のマンツーマンで攻裳-の中んと 
なった吳が大活躍、ロング、カツ 


り戾そぅとずるがが G K の好守に 
阻まれぺ—スをつかめず’前半を 
2^-ので終る。 

後半じ入っても大和のポスト攻 
帮は止まることなく、その上速攻 
も出だし、逍加点をあげる。日体 
大は最後まで自分たちのリズムを 
出すことができなかったが、一生 
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懸命全員一丸となり頑張っていた 
姿勢に好感が持たれた。 

化固 i 巧 ( 龍 — ぶ：：：—教貞 

〔戲評〕日本リーグ1部復帰で勢 
いに乘る化国が圧倒的な力の差を 
見せて大滕した。 

榻岡教員ち今村、田中(清)を 
が、心じょくパスを回し、チャンス 
に教旧がシュ ートを 放ったが、化 
固の商い壁じ苦しんだ。 I 方化国 
は、韓国からの金、興のパヮープ 
レーを中んに得点を重ねた。 

後半メンバ I を変えた化国にが 
し、福岡のコンビブレ！、速攻が 
決まり だし、互角の展開となった 
が、前半の大差をつめることはで 
きなかった。 
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畜 I を PU 1 巧ンャス n 

〔戦評〕ジヤスコはポストシユ I 
卜で先行し、 W 分過ぎまで 516 
と善戦するが、大崎は金を中んと 
して多彩な攻撃で得点を重ね、前 
キを2^—9との点リ1ドして終る。 

後半に入っても大崎は着々と加 
点し、リードを広げた。しかし、 
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★予約センター 

東京子が]センター巧 03(583)1001 
を古屋予約センター'な052(203 )5489 


〒460おも犀か中ピ錦 2-20- 5代表な052 (203) 己8已8 

* 交巧化下おま山おがを巧よりまへ巧を5み 

化下铁ま山據まがより西へ巧ホ8みタクシーはを古屋がより8み 

•防照己{〇亡？ホ式レ♦帥かホテル KOLON HOTEL 曲扎巧 H (キョンジュ附おな#巧巧胞 )586-7! 


大阪予約センター 巧 06(312)1751 

化海道予約センター〈ホし暢> 301 1(232)3731 
東化子が]センター〈仙を > 巧日 2 2(224)0078 


-1 ヒ隨予約センター〈金沢> 巧07日 2(40)0891 
防府予約センター 巧0835 (21 )660 

九州予が]センター 巧092( 7 14) 35召 


トィンど連統して得点をあげ、巧 
分過ぎには别 1:3 と W 点差をつけ 
た。立 おも 化圍に退場者がおる間 
に 簡璋的じな擊するが、お国 GK 
木戸に勝負巧で止められ、差を縮 
められず、終盤再び追い上げるが、 


準決滕 


大埼！疆 

〔戦評〕爆発的な攻撃力を有する 
時すでに遲く、巧で化国が勝大崎にがしビクターのデイフ卫ン 


利を摧つた。 

巧"> 020515 30234 

か島田内山津鳩本藤村田嘉 

位前川横山中武野橋斉石古比 


巧 
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お田 
小笠原 
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林 . 
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墙金森吳 
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3 r ' 木岩上，丹松矢 岩 

妈リ〇 0121510800 ;IJ 




巧 


スがどれだけが応できるか、勝利 
のチャンスが あると すれば速攻の 
展開の如何：'::。な上のポィント 
をもったゲームは、開始5かで予 
想通り大崎の 5—1 とリードで始 
まった。しかし、 GK 小口の健闘 
もあってビクタ1は徐 々に 追いつ 
き、前半を 9 IU のロースコアで 
終え、思惑通りに試合を進めた。 

後半に入るとさすがに大崎の両 
砲、金と尹のシュートが次々と決 



まり、長丑らのロングシュートで 
粘るビクターの追孽をふり切り、 
戦前の予想通り大崎の快勝となつ 
た0 
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の口田藤田川條田岡藤が内松 

巧小山武長枝下太永ェ中山小 
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島崎 . 
井上 • 


:木片田井川原口宮田井 
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金尹 


け佐宗森藤前梅江驚野福 
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那戸井田後田野 本 
^ ホ 墙金森吳 
W 木岩上丹松矢 谷 
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S 久 銭； 


の見田田木川が池本'辺瀬田川 

:!5増築丸鈴異上小藤渡木松瀬 

が『005515250000 
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許さない接戰となつたが、プレー 
の幅に少し上回る分だけ大和がリ 
I ドした試合であった。 


巧勝 


大巧銀行の刀 N り) a 化国缀行 

〔戦評〕前日、立石電機を接戦の 
ホ破った化国と初の決勝進出を狙 
ぅ大和の闆いは、試合開始から1 
点を争ぅ激戦となった。 

エ I スシユ . — 夕^—吳とパワフル 
なブレーを身上とする金の両韓国 
プレー：^で展開を つくる 化国と 
豊かな脚力を生かし、スピーデイ 
に走りまくる大和。両チ I ムとも 
持ち味を生かし、最後まで予断を 


大時夏器 M 大巧舉订 

〔戦評〕前キ、両チ1 ムともシ ュ 
1卜数の多いゲーム展開であった。 
大崎は金と尹の圧倒的な得点源を 
基盤とし、 多彩な シュ ー トで得点 
をあげた。一方大和も丸田の積極 
的な攻撃で得点をあげ、前半戦は 
終始シュ J 卜合戦のまま終った。 

後半に入り、大巧は前半のリズ 
ムに乗り切れず、大崎のディフュ 
ンスを 切り崩す ことができずに 攻 
撃が単調になった。しかし、一方 
の大崎は前半同様、金、尹の好リ 
—ドと 多彩な シュ！ 卜 でさらじ 得 
点をあげ、後半終了時には U 点も 
の差をつけて大和に圧勝した。 


得007163310030 
の見田田木川が池本辺頒田 W 

U 増築丸鈴異上小藤渡木松瀬 
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岡本' 
清水. 


5；木片田井川原口宮田井 
が々 金尹 
け佐宗森藤前梅江爲野福 
巧00 0 32 7 101 じ0 9 
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第お回(女子巧回)全日本学生選手権大舍 


曰化大が男女アベック優勝を飾る 

男子は W 年ぶり9回目、女子は4年ぶり回目 


男子 


1回戟 


東和大 

東海大 W 
法政大斜 
お城大巧 
中京大別 
慶お大巧 
大岐嘗大5^ 

猩±館乂が 


寺3 

215 

1± 1± 

/ 5——3、 

f J 

i t > -9 I 

(nj 

巧則 j 

fs — 巧'! 

立—芭 

品 uj 

苗—6一 

IS — 9 J 

(nl 


t 回戦 


を It 大ぶ 

兼お乂 g 


「 I 11_ 2^ 日た 

t 孤—江2ずネホ 

姑—心の同志な大 


早稲田大5^ 3::^班法政大 

^ 1± 1± V 


名城大の 


613 

6 1 
-i 1X 

t 4 y 


奠阪霧太 


的函館大 
22愛媛大 

姿 i 震 

別中央大 
東化学樊 
S 福岡教莫 
巧新潟大 

2挑山震 


、8—4^ 

中京大 S UIU お筑波大 

广 1 1V 


中部大が 


、7 — 
9— 

^ 1 X 


：3 U 3 慶応大 


日本大^ 叟販体育大 
国±館大糾 W 福岡大 


垄決膊リ I グ X ゾ—ン 


日体大リ 〔 lu ^ y ! 大 

〔戦評〕前半立ち上がり、日体大 


が守001421400010 

が原上口野木川原崎上辺林田 

«茅井関佐鈴白获野村磯小志 

^ごを.鎖|) 

が嘉井達藤お木橋 地庄藤 

か 堤積 

け比糸安佐ま高小 下本佐 

谭〇 05037012742 
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IX 
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が続けて PT を決めて優位に立つ。 
東海大は日が大ディフ卫ンスを攻 
めあぐみ、中盤全く得点が伸びず 
前半で WI 5 と大差がついて勝負 
が決まった。 

後半に入っても日体大が着々と 
加お、リ^~ドを大きく広げて快勝 
した。 

早稲要雖：：を城大 

〔戦評〕早大が立ち上がりすぐに 
先制、着々と得点を加えて W 分に 

は t -2とリードを奪ぅ。名城大 

も散発的に反撃を見せたが、得点 
力に差があり、 23—7 という大差 
で前半を巧り返す。 

後半に入り、立ち上がり W 分間 
は名城大も互角に展開したが、中 


ぶザ 001122014042 
が持謝松化井藤城が原山原 
城 貢 

な剣我小山横遠金二上本日 


審' 


佐林藤； 


W り鳩木橋田中が原野平本野 


?一:中荒大猪大大薇河鳥岩中 

得00705 U 504040 
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盤から再び早大がじりじりと点差 
を広げて名城を大差で圧倒した。 

東海堯〔巧妙22をが大 

〔餓評〕前半立ち上がり、東海 
大•佐野が W 分間で5点をあげる 
活耀で 6—3 とリードを奪ぅ。し 
かし、名城大も金城のシュ I 卜な 
どで じりじりと 追い上げ、；：； — W 
と東海大の1点リードで折り返す。 

後半開始早々名城大が同点とし 
从後一進一退の展開となる。全く 
互角の展開から残り2分から東海 
大が連続得点をあげ、粘る名城大 
を辛くもふり切った。 
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が持謝松化井藤城が原山原 
巧 貢 

25剣我小山横遠金二上本日 
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曼 tj ^ 
を山本' 


が原上口野木川原崎上辺林田 

巧茅丹関佐鈴白获野村磯小志 
巧002 K 32100020 
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日体大 jg 〔 WU 此巧早稱田大 

〔戟評〕前半、中盤までほぼ互角 
の展開。日体大が残り9かから連 
続得点をあげて2点をリードして 
前半を終る。 

後半立ち上がり、早大が5点を 
連取して一気じ逆転する。しかし 
中盤日体犬も追い上げ、巧分に追 
いつくとすぐに再逆転、終盤早大 
の猛追を受けたが、辛くも1点の 


恃〇〇2029403140 
り藤木橋田中が原野平、本野 

け須荒大猪大大燕河鳥岩中 
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〔審 


岡本' 
'清水‘ 


が嘉井達藤迫木橋地巧藤田 

け比糸安佐吉髙小下本佐吉 
項003005068310 
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リードを守って逃げ切った。 

早稲田大巧 〔^ f 山リ東巧大 

〔戦評〕前半立ち上がり東海大が 
健闘、 W 分まで 818 と互角の展 
開、ところが、この残りの W 分で 
早大が立て続けに梅点、一気に化 
— W と大差をつけた。 

後半に入っても早大のリズムが 
続き、着々とリードを広げてふり 


化で00491— -310011- 1 
が原上口野木川野崎上辺が田 

W 巧茅井関佐鈴白获野が磯小志 


K P •飼沼一 
G F 審楓」 

d 鳩木橋田中が原野平本命野 

^:::中荒大猪大大燕が鳥岩延中 
得〇 


別 
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切った。 

日が大？？(巧だ；2を域+< 

〔戦評〕前半ほぼ互角の展開から 
中盤を過ぎて日体大が連続得点を 











































あげでリ]ドを奪い、 w —7 で前 
半を转.る。 

後半じ人.ぃノ 、白 條大は全員が ム 
ラなく得点を-あげて大貴 得点を あ 
げ 、大きく リ！ドを広げて拒勝し 


W ザ 〇 〇 〇 〇 i 3 3 314 〇1 
が持那が化藤城が原山原野 

が 貢、 

我小山遠金二上本日藤 
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審.極を 


刊嘉并途藤迫木橋地庄藤川 

ホ 積 

5比糸安が吉高小下本佐滝 

巧 0 0422416 LD 360 




た0 

〔順位】①日本が育大②早稲田大 
感東海大④名城大 


華巧滕リ—グ丫ゾ—ン 


中部大の(願 uj けホまホ 

(戰評〕前半立ち上がり、両チー 
ム共ロ ー スコアの 展開。 W 分を過 
ぎで 中部大がリ I ド、。— 9 で前 
半を巧り返す。 


化‘000204263001 

が巧安良本口本谷部藤井田山 


リ 


け秋光ず岩野松古岡斉酒横中 

S ごを. I 動) 


が原田が前根お儀田嶺田-似 

嘟堀坂宗 

£む堀植同伸吉興内長長 

得00532000354〇 _ 扣 


後半も一造一退の耳角の展開を 
見せ、前半のリードを保った中部 
大が逃げ切った。 

日 2 ( IM 3 M 国±館大 

〔戦評〕前半巧みまでは 817 と 
ほぼ互角の展開を見せたが、それ 
から：分間で国古館大は僅か1点 
といぅ貧攻。日大が： 5—8 と6点 
をリ J ドして前半を終了。 

後半も国±館大はなめ手を欠き、 
着々と加点する日大がさらにリ^ -- 


巧寸〇03403210001 
が旧田内野尾里野吉林尾中 

巧巧林源小八中小又竹寺田 
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顿笠刷‘ 


d 江頭宮子原谷辺田羽岡藤手 

け堀鬼雨田小杉渡山丹两加井 

谭〇〇6050714300 
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ドを広げて勝利を収めた。 

日 大？}(引 I ぶ W 中京大 

〔戦評〕前半立ち上がり 7 み間中 

の 


ぶマ 001013542004 

が田を良本口本谷部藤井田山 

け秋光平岩野松古岡斉酒横中 


京大は無得点。この間に日大は 7 

点をぁげて|^-〇と一方的にリー 

ド。その後中京大も反撃を見せる 
が反則が多く、結局^ — 7 と大差 
で前半を終了。 

後半は両チームほぼ互角の点の 
とり合いとなったが、日大が終盤 
立て続けに得点、前半の大量リ！ 
ドを守って逃げ切った。 

中部大 S f げ^ 

〔戦評；！前半互角の立ち上がりだ 
ったが、国±館大は中盤得点を伸 
ばすことができず W —6と中部大 
が 4 点をリードして折り返した。 

後半は一進一退の互角の展開で 
前半をリードを保った中部大が勝 
利を収めた。 


^巧固±館大 


姐ザ〇 06420210000 
が田田内野尾里野吉林尾中 

诏巧林源小八中小义竹寺田 
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リ江頭宮子原谷辺田羽岡藤手 

ホ 巧 

5堀鬼雨田小杉渡山丹巧加井 
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d 原田が前根浜儀田嶺田 
齡掘あ宗 
S 石堀植同仲吉興内長長 
巧寸〇 06320000711 

周±お大？3 〔 WNW ) 中京大 

(戦評〕前半立ち上がり国±館大 
が先制、 W み過ぎには 4 — 1 とリ 
1ドした が、中京大も徐 々に 追い 
上げ、1点差で前半を巧り返す。 

後半立ち上がり1分、中京大が 
同点に追いつき、いったんは逆転 


したが、国±館大が中盤再びリー 
ド、終盤ダメ押し得点をあげて逃 
げ切った。 


I 巧で引きかけた。 

〔厢位〕①日本大②中部大⑤国古 
館大④中京大 
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W 田田内野尾里ま林尾嶋中 

巧神林源小八中义竹寺寺田 
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〔戦評〕前半、中部大が先制。中 
盤一進一退の展開だったが、中部 
大に反則が目立ち、 PT 4 本を決 
めた日大が WI 8 と2点をリ I ド 
して前半を終る。 

後半 W かまで、前半のリズムで 
日大が快調に得点をあげ、 

とリ I ドを 大きく広げたが、 ここ 
から全く得点が伸びず、残り 5 み 
を切って遂にパ—じの同点に追い 
つかれ、終盤互いじ譲らず結局の 
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り原田が前根お儀田嶺田 
嘟堀坂 宗 
S 石堀植同仲吉興内長長 


G 


P 

F 


、，..小友' 
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d 江頭宮モ原を辺田羽岡藤手 
ブ 巧 

け堀鬼雨田小杉渡山丹西加井 
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早稲田大ぉ 〔luj a 中部ぇ 

〔戦評〕前半立ち上がりから早大 
の蔬原、烏平らが快調にシュート 
を決め大きくリードを奪ぅ。一方 
の中部大は、早大ディフ卫ンスを 
攻めあぐみ、得点が伸びない 。 U 
— 6 と早大が大きく差をつけて前 
半を巧り返す。 

後半に入クても早大は全員がム 
ラな くシュ I 卜を決めて得点を仲 
ばす。中部大も終盤激しく追い上 
げたが、前半の点差が大きく、乃入 
ばなかった。 


得00 W 0111 51102 
り原田が前根お儀田嶺田 
嘟堀坂 宗 
け石堀植同仲吉掛ハ内長長 
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W 嶋木橋田中が—平 m 畜 
St 中荒大猪大大燕河鳥岩中 
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ホ勝 


日が大巧而 U ) リ日ホ 

〔戲評〕前半立ち上がり、日大- 
小河原が先制。 日大が先行して進 
んだが、 W 分には日体大が 413 
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中放サ小ハが 
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と逆転、中盤から日太の攻撃を押 
えをみ、 S .1 8 と 4 点をリー ドし 
て前半を巧り返す。 

後毕は日体大が先制したが、日 
大 もずぐ に返し、全く一進一退の 
互角の展開。終盤、日大の必死の 
追撃も前半の点差を縮めることは 
できず、日体大がリ）ドを守って 
実に W 年ぶりの優勝を飾った。 
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が江頭宮モ原谷ぶ田羽岡藤手 

巧掘鬼雨お小杉渡山丹西加井 
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が嘉并達藤迫木橋地を藤田 

似 積 

け比糸安佐吉高小下本佐吉 
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筑波大記 
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一 kiu 


f ：3 中京大 


日女体大お f 別—：5 I 別福教大 

厂1 ^ 


武庫川女大 Eg 
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7富山大 


準ホ滕リ—グXゾ—ン 


化ザ〇 〇 61 

が藤原野田田谷が枝田野 

尉 林 陰 

£佐挪星豊長永检国八永 
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巧薛松佐田伝藤竹田吉井日本 
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わらず、筑波大がじりじりと点差 
を広げてふり切った。 
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り川口藤暮崎谷巧藤水沢 
海 

巧前田遠小長±成佐清小 


委奠站〔巧迎巧中京寞 

〔戦評〕前半立ち上がり、東女体 
大•田鹿が PT で先制。その後も 
優位に展開、中盤中京女大も反撃 
する が、 w—s と 東女体大が4点 
をリードして巧り 返す。 

後半も東女体大は着実に加点、 
一方の中京女大は立ち上がりこそ 
互角の攻防を見せたものの中盤攻 
め手がなく、大きく引き離されて 
しまつた0 
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審 •飼楓 沼) 


が下山塚山島鳥部山川沢巧 
歡 野 ± が古 
g 山檀大磯ル白海中加中柳 
得〇 
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東海大巧 


化 

筑大リ ( muj じ東海 * 

(戦評】前半立ち上がり、両チー 
ム とも攻め あぐね、 初得点は 5 か 
過ぎ。東海大は実に U 分まで無得 
点で、 8—5 と筑波大が 3 点をリ 

1ドして 前半を終った。 

後半に入っても試合の流れはを 


巧§けま妄大 

〔戦評〕前半、中京女大が好調な 
立ち上がりを見せ、 3 点を連取。 
しかし、東海大も PT を決めるな 
ど中盤反撃、 W 分には 7—7 の同 
点となる。終盤中京女大が追加点 
をあげて W —8 と2点をリードし 
て巧り返ず。 

後半、中京女大がいい立ち上が 
りを見せて 6 か過ぎには巧 1 9 と 
6点の リードを 奪う。 ところが、 
ここから 中京女大は全く得点が伸 
びず、逆に残り W 分を切って から 


日ーサ 003350003310 
が藤原野田田を林お田野 
就か 陰 
£佐稠星豊長水栓国八水 
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G 
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審 


佐林藤 j ^ 


り川口藤暮崎谷田藤水沢 

嗦 

巧前田遠小長±成佐清小 

がず〇 OOWOO 2241 


東海大が猛反撃、遂に残り2かに 
は逆転じ成功、1点差で勝利を飾 

った0 

東女が大巧〔巧！^) 2筑大 

〔戦評〕前半、先制したのは筑波 
大だった。しかし、中盤から東女 
体大が順調に得点を伸ばし、巧— 
8 と 7 点を リードして 前半を終了。 

後半は互いに I 進！退の展開で 
全く互角、筑波大も懸命の反攀を 
試みるが点差を縮めるまでには至 
らなかった。 


日一寸003104 2 . 61002 
が下山塚山島鳥山川沢内 
舰 野海林古 
说山楷大磯小白中加中柳 
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己一 


が田山藤西谷塚野庵野口野橋 

5薛村佐川伝藤竹田吉井日本 
谭〇〇4031560062 
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M ま妄大 


筑激大巧 IMI 

〔戦評〕前半、筑波大がムラなく 


得点、中京女大も國枝を中んに反 
擊を試みるが、じりじりと引き離 
され、$!^^8と5点差で巧り返す。 

後半、中京女大じ反則が多く、 
筑波大は PT などで着々と加点、 
点差を大きく広げて勝敗をみした。 


案女体大说I 


IU 


じ東巧大 


〔戟評〕前半、お互いに攻めあぐ 
ねたよぅ な展開 だク たが、東女体 
大が少しずつリードを広げ、 W — 
5 で前半を終る。 

後半に入って、東女体大は田鹿、 
竹野らが着々と加点、大きくリー 
ドを広げて勝敗を決した。 


导〇〇14120220 
が川口藤暮崎谷田藤水沢 

巧前田遠小長±成佐清小 


審 


曼井 ' 
邮本' 


H 山野藤を塚野鹿口島野橋 
一法 藤比 
は村今佐伝藤竹田井田日本 
が『002514710033 


2 

の 

T 




〔煩位〕①東京女子が育大⑤筑波 
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が下山塚山島鳥部山川沢が 
^ 野女.林古 
S 山樓大磯小白海中加中野 
得 004023435330 


が 

の 


(戟評〕前半、日体大•若林の P 
T で先制。その後も終始日が大が 
先行して W — 7と3点差で前半を 
終了。 

後半も立ち上がりから日体大が 
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耗 々と 加お.リ^ —ドをにげる。終 
盤、太が大も懸命の反撃を見せた 
が、ずでじ庶差は大きく、及ばな 
かりた。 


W で〇 Q 〇 3 2 〇 3 18 〇 2 〇 
が本願唔巧島見が内嘉着永並 

は松お藤飯五驚成竹比冨増柿 


8 


引 


審 




が永崎来間窝が玉吉藤が谷の 

化が 

けおか巧小小小お竹後若心心 

语〇07221232223 






巧|21 


〔日女が大 


武巧寞巧^ 

〔戦評〕前半、武庫川•西が、塩 
崎、日女体大•執印らが激しく点 
を取り合い互角の展開で、終了間 

際に西の得点で武庫川が1点をリ 
1ドして前半を終える。 

後半開始早々、日女体大がすぐ 
に追いついたが、その後一進一退 
の展閱から中盤武庫川が抜け出し 
日女が大も終盤の追い上げがかみ 
合わず、を庫 W が3点差で逃げ切 


宜マ〇000131010066 

S 輝井巧尾島原を子が原藤が 

女 名 

け 西宇増板化竹染真 一二 柳佐執 


審 


岡本' 
清水‘ 


崎がが原井田曠浪村 
轉牧 西 

‘技喜塩西水條永和橋高西 

得006602204000 


7 
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が 




つた。 

日体大^丽1:心日女体大 

(戦評〕前半、日女体大は日体大 
のディフ卫ンスを攻めあぐみ、得 
点が仲びない。1方、日体大は全 
員がムラなく得点、巧—6と前半 
で大差をつけた。 

後半も日体大のぺースはをわら 
ないが、日女体大も執印を中んに 
反撃、ほぼを角の展開を見せた。 


ぶザ〇 00021030118 
が郷井田尾島原な子村原藤印 
女 名 
け西宇増板化竹染真 S 柳佐執 
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審•飼楓沼一 


り、水崎来間島林玉吉藤林を田 

化松 

け松小市大小小お竹後若桐山 

情002453070340 


6 

が 

T 

P 

リ 

8 

2 


武度川女大就 IINWj ：：：大体大 

〔戦評〕前半、互いに固い立ち上 
がりだったが、武庫川が リズムに 
乗ると着々と得点を忡ばし、大体 


化寸〇 00100021724 

U 本原原田島見中沢内嘉着、か 

体 

け松梅藤飯五驚田成竹比冨増 
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Q 多崎が原秋井浦田浪巧 
谢牧 西 

巧喜塩西德千永松和高西 

得 0 0 2 4- 
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大の反則もあって PT で5得点を 
あげるなど：5—4と前半で大量リ 
—ドを奪った。 

後半は、立ち上がり互角の展開 
だったが、中盤から大体大が追撃 
じりじりと 点差を縮めたが、前半 
の点差が大きく及ばなかった。 


日偉大の 


がーサ〇〇已目 00000114 
Q 多崎村村原井浦田浪村 
旬 ^ 

£喜塩西木藤、か松和高西 
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飼祗沼 j 


W 永崎来間島が玉吉藤がハ八口田 

け松小市大小小児竹後若桐山 

化ザ〇 02343130213 
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大お大巧〔側 U 化？^日ホが大 

〔戟評〕前半、大体大が先制。し 
かし、中盤から日女体大が着々と 
得点を伸ばし、 WIW と4点をリ 


—ドして前半を終了。 

終了。 

後半、立ち上がりはほぼ互角の 
展開を見せたが、 W 分過ぎから大 
体大のぺースとなり、 W 分には W 
— W の同点じ追いつき、終盤一気 
に加点して逆転勝らを収めた。 


^5晝川寞 


IMIO 

〔戦評〕前半、武庫川は立ち上が 
り日体大のディ フユンスを 攻めあ 
ぐみ、初得点は^:^分過ぎ。この間 
に日体大は5点をあげ5 I 1とリ 
. ~ド。しかし、ここから武庫 W が 
西がのシユートなどで反撃、逆に 
日体大は得点を伸ばすことができ 
ず、 8—8 の同点で前半を終了。 

後半、武庫川が PT で先制した 
ものの、中盤から日体大の攻撃が 
上回り、着々と点差を.広げて日体 
大が押し切った。 


化ず000已03262511 

が本原原田田島尾沢内嘉着永 
か 

け松梅藤飯黒五驚成竹比富増 
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爵： 


W 間井田尾島原谷子が原藤印 
女 名 
け風宇増板化竹染真一一一柳佐執 
得002034031036 


巧 
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〔順位〕①日本体育大②武庫川女 
モ大③大肢体育大④日本女子体育 
大 


"位決定戦 


武度川女大ド" W 筑诚大 

〔戦評〕前半ほぼ互角、 I 進一退 
の展開で、両チームともに PTC 


ぶザ〇 02004211004 
幻下山塚山鳥鳥部山川沢内 
诚 野±がホ 
^5山檀大磯小白海中加中柳 


ご審结： 


Q 多崎がが原秋井巧浪巧 
谢牧 西 
诚喜塩西木綠千永和高西 
得007221030001 
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裤点が目立つ。 7—6 とお庫川の 
1点リードで巧り返す。 

後半じ入っても同様の展開で、 
武庫川が先行、筑波大が終盤追い 
上げを見せたが、僅かじ及はず、 
武庫川が辛くも逃げ切った。 


ホ勝 


日体大53〔川 L 包奚女が 大 

〔戦評〕前半、東女体大•田おの 
3連取で スタ I 卜な この 3点差を 
中盤から日体大がじりじりと追い 
上げ、：かに 6 — 5 と逆転、結局 
じ— ；：^ と1点をリー ドして 前半を 
終了。 

後半、東女体大は立ち上がり W 
分間得点をあげられず、日体大が 
リ ードを 4 点にまで にげる。その 
後、東女体大もリズムを取り房し 
追い上げたが、僅かに及ばず、日 
体大が4年ぶり巧回目の優勝を飾 

つた0 


得001300701035 
H 田山藤を塚野鹿野口島巧橋 
换法 比 
ほ薛が佐伝藤竹田ま井田日本 
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審 


岡本'! T 
清水」 P 


が永崎来間田島松玉ま藤谷田 

け松小市大新小小児竹後桐山 
桿〇 05433042011 


リ 
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黄 7 回女子ジュニア巧 界選手権大舍報化口 _ 

ソ連が韓国を降し優勝 

I 曰本を善戦、：位となる一 


9 巧の 日から アフリカのナ イジ 
エリアで 巧なわれた第 7 回女子 ジ 
ユニア世界選手お大会は、日本を 
はじめ巧 力 国が卷加して熱戦を展 
間。ソ連が巧勝を飾った。大会前 
にヨ ia ツバで合宿して大会に臨 
んだ 日本チ—ムは、強巧各国にき 
巧、 W 位という成待を収めた。 


戦績 


▼ 予麗リ—グ 

0 A グループ 

y 本 巧—パ 西ドイツ 
ソ 連 别日 本 
ソ 違 お西ドイツ 
〔順を}①ソ連②日本⑤西ドイツ 
00ダループ 

ス早-デ A wts トルコ 
ブルボリア デン T ク 
デンマ--ク お一 W トルコ 
ブルがリア ^ん スウエ—デン 
ブルザリア お——2^ トルコ 
スウ ri てン 別—撕 デンマーク 

一順位)①ブルガリア霞スウ卫） 
デン③デンマ I ク④トルコ 
OC ダル！プ 

中 国 アルジェリア 


韓 国 すストリア 

韓 国 アルジュリア 

中 国 すストリア 

アルジ H ：' マ ^1^ すストリア 

韓 国 把—が 中国 
〔順哲①韓国③中国⑤アルジ卫 
リア®ォーストリア 
00グループ 

スペイン Tn スイス 

ユ-ゴスラビア の 一 化 ナイジュリア 
スペイン ナイ S リア 
子ゴスラビア 別—の スイス 
ナイジェリア スイス 
ユ—ゴスラビア 巧 —n スペイン 

〔順位〕①ユーゴスラビア③スぺ 
イン③ナイジ王リア④スイス 

▼ 準み縣ツ I グ 

スゥェ-デン が — W 曰 本 
ブルガリア 西ドイツ 
ソ 連 デン T ク 
中 国 スペイン 

千ゴスラビア の I U アルジュリア 
韓 国 お—巧 ナイジェリア 
ソ 連 スゥュ，デン 
デンマ，ク 西ドイツ 
ブルガリア の日本 
韓 国 巧スペイン 

ナイジェリア 说1巧 アルジムリア 
千ゴスラビア SI 25 中 国 


ソ 連 ブルガリア 
スウェ，デン 西ドイツ 
デンマ1ク 拍 — W 日本 
韓 国 お一が 千ゴスラビア 
スペイン アルジェリア 

中 国 が—^ ナイジェリア 

▼ U 〜巧位み定リ—グ 

スイス fw , トルコ 
才-ストリア W I U トルコ 

スイス g—s ホ！ ストリア 

▼ := •じ位決定戦 

西ドイツ .处 —S アルジェリア 

▼9• W 位巧定戦 

ナイジュリア ^—の 曰 本 

►7• 8位み定戦 

デンマーク スペイン 

▼5• 6位ホ定獻 

スミ-デン W —が 中 国 

▼3. 4位決定戦 

ブルガリ7 の一化 千ゴスラビア 

マホ勝 

ソ 連 如—の 韓 国 
〔順位〕①ソ連②韓国③ブルガリ 
ア④ユーゴスラビア®スウェーデ 
ン⑥中国⑦デンマーク⑧スペイン 
⑨ナイジ卫リア⑩日本⑩西ドイツ 
@アルジェリア {§} スイス@才 I ス 
トリ ア⑩トルコ 


戰評 


《9月？：1曰〉 

日本の—！：：西ドィツ 

日本の完勝であった。このゲ I 
ムは世界選手権のォープニングゲ 
I ムといぅこともあり‘両チーム 
得点が入らず、15分経過して 3— 
3といった重苦しい展開であった。 
しかしその後、日本チームは速攻 
が決まりだし、前半 916 で終え 
た。後半開始早々4連続得点をあ 
げ、日本有利な展開となった。そ 
の後、着実に得点を重ね、一時は 
9点差まで広げ、エントリ I メン 
バー全員をコートに送り出す余裕 
のあるゲーム運びができた。ユ I 
ゴでの一週間の遠征にょって身長 
のあるプレーヤ I 、特にポストプ 
レーヤーにがするずり方と速攻の 
有効性を認識したこと並びにレフ 
エリーのジャッジじがする慣れ 
(日本のレフエリーのそれとかな 
り異なる、特に退場、ペナルティ 
!スロ I に巧する基準がかなり異 
なる)が勝因になったと思われる。 
《9月巧〉 

日 -M •の—引ソ連 

ゲーム開始早々、5連続得点を 
許し、苦しい スタ！卜となっ た。 
今回のソ連チームは身長が高く 
(離柳クラスが4人はいた)、か 
つ技術的にもシュ—卜力がある強 
力なチ]ムで、この高さじ戸惑つ 
た様子であった。しかし、日本チ 


1ムも速攻やカット員にょる割り 
込みで PT を得、け吉が確実に褐 
点し、前半 9— W で終えた々お半 
は終始得点を取り合い、白熱した 
ゲームじなった。特に、竹吉、日 
比野のステップシュートがみまり、 
場内を沸かせる展開になった。し 
かし、相手の攻撃も緩まず、結局 
^3—巧、卜1タル^—リで終った。 
後半、ディフ卫ンスが前半に比べ、 
ピストンを素早く巧ない、巧手の 
攻撃を封じる場面もみられ、準決 
勝リ I グにつながる収獲を得るこ 
とができた。日本チームの善戰で 
あった0 

《9月が曰〉 

日本スウ XI デン 

日本チ I ムの完敗であった。前 
半、 W かまで点を取り合い、 4— 
4 と競ったが、その後、全くなず 
に生彩がみられず 、 W I パと一方 
的なスコアになってしまった。後 
半 も 前半同様の畏開 となり、 日本 
チームの良い ところが 全くみられ 
ないゲームであった。敗因として 
は、相手の速攻にがする帰陣が遅 
かつた こと、 防御での となりプレ 
1^ -1 とのコンビネーションプレ 
1 が 崩れ、集中したディフェンス 
ができなかった こと、 セットの攻 
撃ではゴ I ルへの動きが乏しく相 
手のデイフェンスを崩す ことが で 
きなかった ことな どが挙げちれょ 
、っ0 

.外国チームとが戦するときの日 
本チームの宿ん叩であろぅが、プレ 
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召しませ自然。 

シャトレ—ゼのゎ菜子は山駕育ち。 

日本一の果実郷と極上の酪農地帯です。 
澄んだ空気と豊かな自然を、 

満載しています。 

をして、日本中をわいしい笑蘭でみたそラと 
シヤトレ I ゼのフレッシュパワし 
ハンドボール部ともどら、 

リ世紀じ向って、 

さらじ大きく 飛 邸しよ ラと しています 0 



1 ヤ] の運動量が をしくなったと 
きじは どうじ もならないことが改 
めて两認識された。戦術的な問題 
はともかく、いつもゴ！ルを狙う 
横極性、氣力の充実が日本チ ー ム 
の重要な課題 じな ろう。 

A9 巧の日〉 

目本け—のブルガリア 

前日の スゥ ェ ー デン戦同様、ゲ 
1ム開始早々連続得点を許し 、 W 
分間で4 1 〇とリードされた。こ 
のま ま、 ずるずると一方的なゲ ー 
ム展開になるのではないかとム配 
されたが、今日はデイフェンスが 
ピストンと カバ ー リングを徹底し 
て行なったために、相手に容易に 
得点を許さず、内容のある展開に 
なった。 しかし、 攻擊は スゥ ェー 
デン戦同様攻めあぐみ、前日より 
は突破の意欲がみられたものの、 
前半6点でとどまった。 しかし、 
後半は攻撃がふんばりを見せ、が 
度のサイドへの突破やサイド シュ 
I 卜などで得点を挙げ、さらに、 
选なも決まりだし、後半は W —9 
で勝ち越すことができた。終始、 
粘りのあるデイフェンスができた 
ことは次のが戦チ I ムであるデン 
マ ー ク戦に希望を与えるものであ 
った。 

A 9 月巧呂》 

日本 S — のデンマ—ク 

この一戦に勝てば、7、8泣決 
定鞭進化ということもあり、この 
デンマ^ク戳に日ネチームのすべ 
てをぶつけようとする意気込みが 


試合前からみなぎり、気力充実し 
てゲームに臨んだ。これまでの試 
を同様、高いデイフ卫ンス網にて 
こずりながらも、を本、日比野、 

竹吉らの活躍で前半 8 IU で終っ 
た。後半、を本のステップシュー 
卜ゃ速攻が決まり、：3分じは巧| 
巧と振り出しに戻し、その後得点 
の取り合いで白熱したゲームとな 
った。二度勝ち越す場面があった 
が、のか経過後、相手に3連続得 
点を許し、追撃をしく 2点差で敗 
れてしまった。特に、デイ フェン 
ス陣の頑張りがめだち、後一歩の 
ところまで迫っただけに悔しい敗 
戦であった。 

しかし、選手たちはゲームの中 
で I つのプレ ー の厳しさや ミスを 
しないことの重要性が今までな上 
に理解できる意味ある体験をした 
と思われる。 

《9月说曰〉 

日本益—;5；ナイジ I リア 

日本チームは9、 W 位をかけて 
の最終載であった。前半かまで 
は得点を取り合い、515と白熱 
したゲーム展開であった。その後、 
両チームミスが目立ち始め、荒っ 
ぽいゲ I ム展開になり、体格にみ 
る 日本チームに とっては 苦しい状 
況に追い込まれた。それでも、柳 
内などの活躍で前半：：：： Iw で終え 
た。後半、ナィジェリァチ—ムの 
力強い攻驛-にデイフ卫ンスがつい 
ていけなくなり、一方的な展開に 
なってしまった。' 日本チームは外 


国チームとが截する場合、体格的 
なハンディを背負って戦わなけれ 
ばならないが、これを少しでも補 
ぅためには、気力ある攻防を巧な 
うことがその前提になる。今日の 
ゲームは、特に後半に選手たちが 
集中力を欠いた空白の時間を招い 
たのは残念であった。 


桃長鈴木義男 


目本からはるかに遠く未知に近 
い 国で ある ナィジェリアで第7回 
世界女子ジュニア選手権大会が巧 
なわれた。 もちろん、 ハンドボ I 
ルのワ t ルドチャンピオンシップ 
がアフリカ大陸で開催されるのは 
初めてでも ある。 私は今度の日本 
選手団に同行の連絡を受けたのが 
出発間近かの2週間もなく、予防 
注がやら事前準備に手間どり、何 
の予備知識も持たずじ東京に集合 
し出発することになつた。選手団 
は国内スケジュールの都合で事前 
を宿ができなかったので、ヨーロ 
ッパで試合も兼ねて調整合宿を巧 
な、っためユーゴスラビアじ飛んだ。 

ザグレブ空港から120耐ぐら 
い離れたのどかな田舎町コプリビ 
ニッツアに投宿して近くの町のク 
ラブ チ！ ムと 3試合を行ない、2 
勝1敗の成績をあげヨーロッパチ 
1ムとのが応じも馴れて最高に近 
いコンディションで本大会に乗り 
达む準備ができた。この1週間は 
適度の期間であり、落ち着いた雰 


囲気の中で集中練習ができたこと 
は、現地関係者の日本チ I ムにが 
する配慮の賜物と思ぅ。 W 月 W 日 
ザグレブ容港を正午に飛び立って 
からが強行スケジュールで、ロン 
ドンまで引き返して空港で7時間 
待機、夜9時半出発して明くる朝 
7時半ナイジュリア首都ラゴスに 
着いたが、国内線で5時間待たさ 
れ、やっと内陸部のジョス空港着。 
それからバスでサバンナ地帯を2 
時間近く走り、会場地バゥチ市の 
ホテル着が夕方になり、全員 クタ 
クタの 状態。 しかも 明日の第1戦 
が W 時から照準をしぼっている西 
独戦であり、選手西はコンディシ 
ョン問題に戦々恐々の有様。 

会場地バゥチ市は海お800 m 
の高地で広大な草原地帯で気候も 
良く、ホテルも国際級であった。 
大会運営は軍隊の力を利用し、国 
をあげての精一杯の努力が見られ、 
各国への配慮も巧き属いていた。 
しかし、施設面ではトラブルが多 
く、停電して試合が中断したりホ 
テルのエレべーター故障で中にと 
じ込められたり、また体育館に得 
点掲示板もなく、急拠黒板を運び 
込んでチョークで得点を書き入れ 
るなど前代未聞の大会である。時 
間の遅れなど日常茶飯事で、待つ 
ことに 苦痛を感じない こちらの 
人々の生活に順応しなければ いら 
れない所である。 

ホテルから体育館までバスの中 
から町をながめる程度で町を散歩 


一丄。— 














ねば! D はち貞お〇気力は化力 


I 


ホ 3• レが fli 


i 、 、 tiUE いい 

L . U 9 UID 



効能•効果 


•滋巧強化•虚弱体瑪 


キ 3-lj 才 ClJ L*tS シ]パ] 


•肉体おお•病後の休力低下-晋腸障害•栄空障害 

•発熱性消耗性疾患•妊娠授乳期などの場合の栄養補給 

み う勇方(製票锦な黃な 

ごコブた’ 

■札幌〇11( 747 )21 郎■まま03(293)3 35 1•名ホ屋化？け71 )5901 
■大驳邮（化 B) 糾01 •広島 082(264)41 16 ■福岡 092(481)7382 


ずることも 治を問題でむずかしく、 
飲を物や蚊などからの病気の不安 
がっきまとい、 また 試合中の選手 
のトガ続発など、今回ほどチーム 
ドクター不在の遠征がいかに苦し 
いか、ましてドクタ^不带同は日 
本チ I ムだけで ある だけに、ドク 
夕！輕視は あまりに も問題が大き 
いことを 痛感する。 

ジュニア大会は、今後の各国の 
実力動向が把握できるだけに楽し 
い興味ある大会である。さすがに 
各園ともダ I ムの内容はきびしく、 
戚信をかけての意気をみには見応 
えがあった。試合内容や技術問題 
は、コーチングスタッフの報告じ 
ゆずるとしで、選手たち全員 アク 
シデントの多い中で良く頑張り、 
予選グループを2位で突破、トー 
タル W 位を獲得できたことは努力 
の成果ではないかと思ぅ。 

この遠征に際して日本協会をは 
じめ閱係チームの方々なび現地の 
□本大使館、商社等いろいろご指 
導いた だきまして 無事全員帰国で 
きたことを厚くお化申し上げます。 


席督山崎武 


第7间女子ジュニア"せ界選手權 
大会が去る9巧の日から W 日間、 
ア フリ为 •ナィジュリアのバウチ 
训で間催された。それに先立ち、 

ュ-—ゴ K ラビアで5日閒の合宿を 
巧ない大会に臨んだ訳であるが、 
この遠征を振り返っての所感を記 


してみたい。 

日本チームは、過去3度大会に 
参加している。私は今回を含め3 
度この大会に参加する幸運に恵ま 
れた。 

参加巧力國(オランダ棄権)に 
ょって競われた覇権争いも、ソ連 
の圧倒的な勝利で幕を閉じた。日 
本もまた、予戦リーグを突破し、 

7位目標に準決勝リ—グに進むも、 
世界の壁は厚く W 位に甘んじた。 
国際試合經験のかない日本ジュニ 
アチームにとって、 この6試合は 
今後の選手たち、 スタッフにとっ 
て 大きな収獲と教訓を得た。 

かなすぎる国瞭試合 

プログラムに記載された各国ジ 
ュニアの公式国際試合数は、中国 
W 試合、デンマ I ク S 2.5 試合、 
西ドィツ23試合、スペィン巧試合、 
他国はもっと夕 いと 予想されるが、 
いずれも日本の2 • 4回を大きく 
上回って いる。 ユ ーゴ での3試合 
の練習マッチが今回の日本ジュニ 
アチームにとって初の欧州人との 
闘いであり、もし、この合宿での 
情報と経験がなければ、 W 化はお 
ろか予選リ I グ突破も困難であっ 
たと 推察される。 

特に各国とも、ジュニアの域を 
出た選手(ナショナル)が必ず1 
〜2人ぉり、彼女たちの試合数は 
平均 W 回である。 

中国の Mhi Wei にいたってはさ 
らに：^^試合消化してぃる。地域の 


ハンディは致し方ないにせよ、せ 
めてもう少し国際試合を經験でき 
ないだろうか。中国にいたっては、 
国のスポ I ツ方針が親善から勝利 
へと変ったにせよ、今回もまた、 
ジュニア9人が直接アフリカから 
ルーマニアじ入りナショナルと1 
力月の合宿をこなすと聞くにつけ、 
その実践力、行動力には驚かざる 
を得ない。 

速巧中ふの巧巧へ 

戦術面で感じたことは、各国と 
も(ユーゴを除く)速攻を武器と 
して聞っていたことである。 

優勝したソ連、2位韓国は、予 
選、準決勝リーグ共に W を越える 
得点力を有し.た。韓国にいたって 
は決勝戦を除いて全試合お得点を 
あげ、その大半が速攻によるもの 
であつたことはいうまでもない。 

積極的なディマェンスシステム 
からミスを誘い速攻へつなげる、 
最も効率のよい攻撃パターン"速 
攻"が改めて見直された大会でも 
あった。また、ソ連、韓国、ブル 
ガリア、デンマ1ク、中国が窩い 
個人能力を生かし、一瞬のディフ 
ェンスのすきをついてのシュ^~~卜、 
フェイントからのカットイン攻撃 
は、セットオフェンスでの「速い 
攻め」であり、得点への貪欲さを 
感じた。. 

今後、体格的に不利な日本チー 
ムは、時間経過に伴う体力消耗と 
巧まり、ますます苦戦をしいられ 


るであろう。 

よく競巧した日本チ—ムと今後 

ヒト 、カネ、モノがない日本の 
アマチュアスポーツ界じとって今 
後胜界に立ち向かっていくには、 
どうすればよいのかとい、っ点は、 
ハンドボール界に限らず他の競技 
においてもよく論議される所であ 
る。ただ】つ言えることは現場の 
力だけではどうにもならないとい 
うこと. である。 

今回は選ばれた W 名の選手たち 
は本当によく闘った。 

地元観客、新聞社の熱狂的な応 
援の もと、 ソ連、ブルガリア、デ 
ンマ1ク戦等、試合じ敗れはした 
ものの、攻守の展開力、集中力を 
含めたんの勝負では一歩もひけを 
取らず、むしろ上回っていた。選 
手一人一人が2年間一貫して行な 
ってきた戟術構想を良く理解し、 
自分の役割を確実じ消化してくれ 
ました。竹吉、谷本の クイック、 
ブラインドシュ I 卜は確実なポイ 
ントをあげ、.また、白比野のずら 
しからのシュ I 卜は常じキ^ — パ^— 
の逆をついて決まった。 

生方、西巧、上田のディフュン 
スカは充分外人選手じ通用するこ 
とも確認できた。 

願はくば、今後体格の向上は時 
を待つとしても、前述した国際公 
ま試合をジュニア時代から数多く 
経験させること。ジュニア•ナシ 
ョナ ルを兼ねる選手が必要で ある 
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新しし、時代を作ってゆくのは、 

新しいひらめき。 

そして、ひらめきを実現してくれる 
素材が求められます。 

常に新しい技術で新しい夢をかなえる 
素材をわ届けしてきた日新製錦。 
これからも時代に応える 
新しい素がをみつめてゆきます。 



ィで明日の素がをみつめる 

g ) 白新穀鋼 

ままが干れ旧区化の巧 3-4- I 
け斤国陪ヒル） 003-21 6 -化 11宁100 


こと(将案チームの要として)。 

そして何ょりも日本ハンドボー 
ルの技術体ホの確立こそが大切で 
あ-ると痛感す&。 

ナィジ H リアといぅ’国 

ホ道を上化絳5度に位置し、日 
本の2•日惜の國±、人口1億1 
千刀' GNP 么 Go 〜300ドル、 
石油、補花、蘇花生を産出し、ア 
フリカ黒人な会で一番豊な国とい 
われる軍事制権国家ナィジュリア。 

裸足の物売りの横をベンツが走 
り.拔ける。予想を越える自然の大 
きさ、得点板もない試合会場。会 
場をスプレーで追いおわれる一般 
人。飛行機が飛ばず引き返した才 
ランダチーム。軍用機の下で2時 
問符ツた韓国チーム。何らすベて 
間題なしと平然としている組織委 
員会。この国では"待つ"といぅ 
言葉はないらしい。 

そんな国での世界大会。9月 
日から約3週間の遠征中において 
2度と訪れることのないであろう 
圃 アフリカを 認識したのは300 
〇 のサハラ砂漠を横断して いる 
時であった。 


コーナ±共秀が 


この大会に参加するに当たって 
私じは二つの目的があクた。一つ 
は、我々スタッフはこのジュニア 
チ！ムを単なる選抜チ^ —ムではな 
く、まとまつた一つのチ^ —ムじ育 


てようと、攻撃、防御の戦術構想 
を選手たちに提示し、構想実現の 
ために2年間の活動を行なってき 
た。この活動の成果が世界の槍舞 
台でどのように発揮されるものか 
を確かめたいという点であった。 
二つには、女子ハンドボール界の 
世界の動向や発展方向を探りたい 
という点であった。 

大会を終えて、思い浮かぶ感想 
を述べてみたい。 

我々ジュニアチ I ムはの位とい 
う成績に終わったが、今大会に参 
加したチームの実力はだいたい4 
グループじかけることができた。 
まずは、優勝を争ったソ連、韓国 
チ！ ム、この両チームは参加チ I 
ムの中で図抜けていた。次に、ブ 
ルガリア、ユ1ゴ、スウェ I デン、 
中國チームで、巧術的にも戦術的 
にもしつかりした ハンドボールを 
行ない、チームカラーを持ってい 
た。デンマーク、スペイン、ナイ 
ジェリア、日本チームは 同じよう 
なレベルであった。最後じ、西ド 
イツ、アルジェリア、スイス、才 
J ストリア、トルコチ I ムは、巧 
術、戦術的にも少し劣る巧をを持 

った。 

上位の6チ^~ムがユ_~ゴを除い 
て、速攻を攻撃における重要な戦 
術として位置づけ、積極的に多用 
していた。ソウル•オリンピック 
な降のを化として、女子ハンドボ 
1ル界においても速攻の重要性が 
一賣増している。さらに、各チー 


ムはな撃で展開のきっかけとなる 
基本的な動きを2、3種類持って 
おり、それに基づいて各個人の能 
力を生かした個人戦術、グループ 
戦術を利用していた。この点では、 
巧々もジュニアチ I ムに同様の指 
導をしてきたので、我々の採った 
考え方に誤りはなかったと確信し 
ている。しかし、その構想を実現 
するに足る個人の能力をいま I つ 
高めることができなかった点は今 
大会ではっきりと証明されたので、 
今までの指導にがする反省としで 
あげられよう。 

防御に関しては、 610 防御や 

3-2-1防御、5-1防御など 

が採用されていたが、特別に戦術 
的に目を見張るようなプレ！はみ 
られなかった。 

現在の日本チームの強化の方策 
から推察して、5、6位あたりを 
狙えるチ^ムづくりが限界であろ 
うと思えるが、この目標を突破す 
るのは必ずしも無理な相談ではな 
いという感想を持った。日本チー 
ムの体格的なハンディは当然のこ 
とながらいつも重くのしかかるが、 
戟術構想をよく理解してスビーデ 
ィな動きをべ；スじ個人の能力を 
I 層高めることができるならば、 
課題は達成できるだろう。決して、 
日本チームの上位進出は夢ではな 
い。しかし、この夢を実現するた 
めには、今まで1$上に強化合宿を 
こなし、選手に負荷をかけること 
が必要になろう。さらに、外国遠 


征等による国際経験を！層積むこ 
とがその前提にもなるだろう。槪 
会の積極的な支援を望むものであ 
る0 

最後に、プレーにがする基準の 

違い、レフエリングについて取り 
上げてみたい。この大会に参加し 
て、レフ エリー のプレ]にがする 
判定基準が随分と日本と異なって 
いるという印象を持った。特に、 
ペナルテイ—スロー、チャージン 
グ、ォーバーステップ、退場など 
の基準である。もちろん、これら 
のプレーにがする判定のべ！スは 
ル ー ルブックであり、これらの解 
釈は異なるものではないだろうし、 
日本には日本の考え方や主張があ 
るだろう。しかし、外国に行って 
プレーの判定に選手が戸惑うよう 
では、試合でハンディを背負って 
戦うようなものである。少なく と 
も、普段の練習の中にこれらの判 
定の基準をベ—スにしたトレーニ 
ングが巧なわれないことは、試合 
で勝つことも難しくなる。試合は 
練習で身につけたプレ—の表現で 
あるからである。ことわつて おく 
が、これらのプレーにがする判定 
の基準が世界選手権の時だけなら 
ばこのようにも述べないが、この 
大会前にユーゴで一行なった試合で 
も同様の経験をした。これらの事 
実から推察して、ョ I ロッパでは 
共通の認識があるのではないかと 
いうが象を持った。 
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第2^回レフユリ—部門シンポジ 
ウムにお界各国の審判部長ならび 
に、そのエキスパートの参集を見 
て PRC として無上のょろこびじ 
思ぅ。 

4年前にポルトガルのカスカィ 
スで、そして1987年にはコー 
チ部門と合同でフランスのストラ 
スブルダでシンポジウムを開催し 
た0 

これらのシンポジウムで各審判 
部長諸氏から示唆されたいろいろ 
なアィデアじ関する討論は 、 PR 
C の業務じとって価値ある貢献を 
しでくれたばかりでなく、ルール 
とレフエリングについても我々の 
考ぇをょり一層進展させる上で有 
力な票数を得た思いである。 

バルセロナル I ルについて 

一つの例としで、私はストラス 
ブルダで発表された意見じついて 
述べたいことは、1989年をル 
-! ルな正の年としなかったことを 
樂一.にあげとい。諸氏が知る通り、 
ストラスブルグでは、例のバルセ 
ロナルー.ルという型でのルール改 
正について討議が巧なわれた。 


この討論で、コーチやレフエリ 
1は現行のルールで満足しており、 
すでに彼らは我々の求める型のハ 
ンドボールのやり方を持っておる 
(この点は ストラス ブルグで特じ 
強調された)。しかもまだ技術的 
戦術的可能性の完全利用にいたっ 
ていないとして、現行のルールじ 
説明解説を新たに付加することだ 
けで、1989年にル I ル改正は 
やらない といぅ 線で IHF に提案 
する ことにな った。 IHF 総会は、 
この件の決議案を採択可決しソゥ 
ルでのコングレスに報苦した。今 
後新しい説明解説を8月1日発効 
をめざして分析を 巧な、 っ。 

しかしながら、今回我々 は 現在 
のル I ルが過去4年間で一応満足 
的なものとして今後使用を継続す 
る ことと なったが、それが最良最 
適を意味して いるとは 言えない。 
我々のハンドボールは、プレイヤ 
1だけでなく観衆にとっても、マ 
スメディアにとっても、スポンサ 
1 にとっても、現在は勿論の こと、 
将来にわたって常に人々を楽しま 
せるものであり、魅力的なもので 
なければならない。我々は常にこ 


の上昇気運の継続維持を忘れては 
ならず、合わせて今後も論議され 
る新しいアイディア開発に積極的 
でなければならない。 

これが現代のハンドボールの置 
かれた状況である。 なんと なれば、 
PRC (規則審判委員会)として 
我々は レフ 卫リングの基礎に関す 
ることに責任をもち、ここでの最 
も難しい問題である。常に千変巧 
化のなまの題が要素を相手として 
いるのであり、それにょって所期 
の方針でハンドボールの発展を促 
進すべきであると考えている。 

この会合は、単にレフ卫リート 
レーニングのシンポジウムに提供 
されたチャンス とい、っ だけでなく、 
このテ—マが中んとなっている時 
間表では、3つの トピックス 別に 
分けられ、を礎トレーニング、拡 
大向上トレ I ニング、エリ^~トト 
レーニングがそれである。加えて 
我々は、特別トレーニングでの多 
くのき例についても討論を準備し 
ている。 

このシンポジウム実施にあたつ 
て、 ストラス ブルグで発表された 
諸巧の批評内容をとりあげて、グ 


ル I プ活動のための十分な時問を 
とるように 計画した。 

レフ H りートレーニン グについて 

なぜレフエリーはトレ1ニング 
するのか？。それは我々が可能な 
限りべストレフエリ I を必要とす 
るからという簡単な理由から、当 
然訓練を積んだレフ卫リ I の方が、 
そうでないレフエリ I よりべ夕 • 一 
であるというだけである。 

我々はこの際、いくらか批判的 
ではあるが、レフエリ—のパフォ 

1マンスが1986年の男モ A 世 
界選手権大会(スィス)では今ま 
での最高レベルに達し、そしてソ 
ウルでオリンピック大会では化滞 
傾向を見せていることを確認せざ 
るを得ない。我々は、このような 
ありさまをを認できない。巧々は、 
本来の道を進むための新しい方向 
を発見すべきである。勿論今すぐ 
にこのテーマで本題に入るわけで 
はないが、私としてはレフエリー 
の拡大向上トレ I ニングの必要性 
を強調せざるをえないのである。 
我々 PRC としては、レフエリー 
のスクーリングを助けるには限ら 
れた機会しかない—それは各国の 
国内問題である—けれども諸氏の 
努力についてはできるだけサポー 
卜する用意がある。我々としては、 
いつでも国内または地域のレフエ 
リーコースじ参加する用意はして 
いるが、 IHF のイベント大会へ 
のレフエリーの準備については、 


それぞれの国の貴任でやってもら 
うこと を期待している。 

图療 レフ 卫リ！登録 じついて 

過去4年間で PRC は国際レフ 
エリーリスト規定とライセンス A 
じがしての公式レフエリーコ^ス 
規定を発表したが、これらは総会 
の承認を経たものである。そこで 
おが強調したいのは、 IHF レフ 
エリー公式リストに毎年登録され 
るレフエリーは、国内の審判部長 
から、その資格を具体的に保証さ 
れなければならないということで 
ある。これは、とかくその登録が 
信頼性じ乏しいょうじ我々は受け 
取っているからである。こんなこ 
とでは、 IHF は個々の IHF レ 
フ.エリ—の実カアップじついて各 
審利部長をその實任から解放する 
ことは不可能である。年次登録に 
あたって諸氏はレフエリーが身化： 
的にも知的にも良いコンディショ 
ンにあって、なおかつ定則的に研 
修しており、そしてまたそれぞれ 
の園内試合でその能力を現に示し 
ている者であることを！ HF じ保 
証すべきである。 

そして また これは、問題視され 
ている IHF レフエリーの年ホ登 
録を絶が的に確実なものとするた 
めに、それらの国のレフエリーの 
代表としての信頼性を備えた能力 
のあるレフエリ I を用意するのは、 
のっぴきならない義務なのである。 

どうか次の登録にあた。て ： r 


-16 - 






1989 I H F シンポジウムレポート No1 


OSAKI 



電気をみちび<。 
未来へみちびく。 

-計測と制御一 

0义崎電煮て業轉ま會社 

木 化テ Ht 化おなんり II !ィ.お川 2 — 2 — 7 

化化 (03) 443 —7171(化わ1 FAX (03) 447-5844 


菩巧の善面を参照するなどして、 
すべでの憎報雷素に留意してもら 
いたい。そしで、5月リ日までに 
バーゼルじ屉けられたい。 

資おじ媒 しての 應位 づけについて 

審判部長諸氏じとって登録の際、 
IHF 登録巧紙に記載する「順位 
づけ」にも最大の注意をはらうょ 
うに強調する。ある年あるポジシ 
ョンに到達していたレフエリーは、 
それな一後それを保つことができな 
かった。み圆のをペアは毎年国内 
で比軟評価されているはずである。 
ここでは、 IHF の観察報告書は 
觀察チャンスそのものが極めて希 
であるために、何らの影響を支え 
るものとはならない。諸氏の知る 
通り、我々 PRC にはゴッドファ 
f ザ I システムというものがあり、 
どこの国でも PRC のメンバーが 
その寅巧にあたっている。諸氏は、 
诚の肋言忠告を聞くことが出来る 
うえ、所属レフエリーについても 
段く知ることが出来て、その上も 
つと多く肋けてもらえるだろう。 

一般的に言えば、 IHF リスト 
への順な.決定については国内レべ 
ルでの実技巧％、国際試合の評価 
ををでお％の割合を基準としてい 
るり 

しかし私としては、その国の I 
HF レフエリ I についての審判部 
長諸氏の個人的判定が極めて重要 
.であることも申し上げておく。順 
をづけをしたリストは国際的イべ 


ント大会へのレフエリー指名をす 
るために必要不可欠のものである。 

我々は、それぞれの国のレフエ 
リ]を良く知っているわけではな 
いから、諸氏の順位づけを特に信 
頼せざるをえないのである。もし、 
PRC がその国の見解と相反する 
こととなつたときは、その国とこ 
の問題を討議することとなるであ 
ろぅ。これは過去に何度かあった 
ことで、間題のレフエリーの同意 
により まるくおさま つた0 

レフエリ—定年期报について 

現行のレフユリ歳定年制に 
ついては検討されており 、 PRC 
としては今回のシンポジウムでこ 
の件に触れることは歓迎する。誰 
しもこの定年期限に疑問を持つこ 
とは自由であるが、何らかの期限 
は定めなければならない。ある者 
は的〜巧歳まで可能であっても、 
他のをはが歳でトップクラスにと 
どまれなくなるかも知れない。本 
当に正直に言って、審判部長たる 
諸氏がその国のレフエリ！がすで 
に順位づけのが象とならなくなれ 
ば、 IHF へのリストから除外す 
ることじ疑いなく十みな権限を持 
っているならば、この定年期限問 
題は省略されても良いことになろ 
ぅ。不幸にして、諸氏の中には W 
歳定年の背景じ何らかの「隠し 
事」をしているのではないかと 
我々は感じており、いろいろな理 
由をかまえて W 歳までの登録問題 


に安易な道を選ぼうとしているの 
ではないだろうか。我々は勿論の 
こと反が論で、諸氏と討論するつ 
もりである。現在の定年期限の見 
方について、私は若干の国ではそ 
の将来の需要についての長期的計 
画を持っているとはまったく思え 
ないことじ驚きを感じている。明 
かに每年一年ォーバーした状態で 
登録しているのは前おい的行為で 
あると見ている。これは、 とりも 
なおさず審判部長はその国の I H 
F レフ卫リーが前歳に達すること 
を当然知っていることになる。そ 
こで、国際的に通用ずるトップレ 
フユリーの補充交代を継続させる 
ためを年期限を意識することも審 
判部長の義務である。 

後摧を育成について 

ある国が、その国のトップに位 
置するペアがあるとしても、 I 方 
のレフユリーが年齢的に、またそ 
の他の理由で引退しなければなら 
なくなれば、その国は後継者の選 
拔育成をしていないとして化界選 
手権大会への資格がないものとさ 
れることが絶がじ起こらぬょうに 
すべきである。しかし、これは近 
年再々起こっていることである。 
我々のお告を無視して、次のシー 
ズンへの選抜を変更しない国は今 
までそのためしはない。 

しかしながら、我々はこの正し 
い路線が危うくなってまつつある 
ように致つている。 


諸巧が知る通り、 PRC は世界 
選手権大会ぉよびョーロッパヵッ 
プ大会のレフエリ！を指名するだ 
けであり、 IHF レフエリーとし 
て国際的に推薦任用される道を開 
くのはもともと各国審判部長の仕 
事である。それゆえ、この推薦じ 
ついては細、心の注意をおってもら 
いたい。もし、諸氏が国際的に卜 
ップレフエリーを望むならば、国 
際的スケ I ルで選拔した上で、1 
ペアまたは2ペアを他の平均的 I 
HF レフ卫リーより多くの試合吹 
笛チャンス取得を確実にするよう 
なトレ I ニングを施すべきである0 
ベストレフエリ！がこのような優 
先特恵的な大会にチャンスを得て 
早期に多くの経験を積むだけでな 
く、そのペアはハンドボールの化 
界を通じて急速に知られる存在と 
なるであろう。他国からの招待を 
自国レフ卫リーとが等条件で共有 
することは容易であるが、このこ 
と自体は必ずしもベストレフエリ 
1としての進ホじ役立つとは限ら 
ない。 

重ねて、加えて言うが、 A リス 
卜に登録されたペア数が多過ぎる 
と、それは選报トレ！ニング (I 
HF ) を行なう時じ不利益となる。 
このことについては後日、ヤニ 
ス•グリンべルガス(ソ連)が P 
RC の立場で述べるが、すべての 
ペアの中から選んで試合を割当て 
ることが巧能かど、っか考えもので 
ある。 
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おま化いもいろいろ 

•巧々のおま化いがラクな 

リボルビング化い 

♦手な料なしのおトクな 

—回纪い 

•わホめはぃま、わま化ぃは 

ボーナスー活曲い 

、わ中し込み.わ閒ぃか甘は、ジヤスコかち 
十ービスカウンター乂は、版な巧にわたず 
わくださぃ。 


SJ 

ジ TP ス3 


前述の通り、巧々としてはそん 
なに多くのレフエリーを必要とし 
ているわけではないし、当然のな 
りゆきとして A リストに多数登録 
している国の立雌なレフエリーで 
あっても、質を重視して、少数を 
登録する国からの同等の良いレフ 
エリーょりも少ない割当といぅ結 
果になる。そこで、我々の忠告は、 
その国は IHF の要ホするレフエ 
リ！リストに順序番号をつけるこ 
とである。 

19 88〜19 8 9シーズンの 
ためのリストには測名のパネル A ， 
舰名のパネル B が登録されている。 
その中には、 B リストに W 名な上 
の候補をを入れている国が U ヶ国 
ある。ある国は、 A コ1スにバス 
する力があるとして、全部で巧名 
も登録している。正直に言って、 
私はこれらを信庙しない。そこで、 
人事をとる意味で注意を喚起する 
が、 B リストと言ぅものは、ゥエ 
ィティングリストのたぐいのもの 
であり、このリストにある者は国 
際試合を担当することは許されて 
いない。固際試合は、必然的に国 
睹的テストに合格したレフてリー 
を要ホするのが当然の権利である。 
中にはパネル A テストを受けずに、 
その闻の内部事情で何年も前に登 
疑された烏年齢のレフ H リーも若 
十昇】られる。 

B リストにある候補をは、 A へ 
のテストが実施される時は出席を 
要ホされるが、しかしこれはあく 


までも A レフ卫リ J が不足欠乏し 
でいるときのだけに巧なわれるも 
のである。そこで、ある国が より 
多くの A レフエリ I を必要とする 
時は、前述のように、それぞれの 
国の A レフユリーの員数状態を調 
ベることになる。こんな場合には、 
審判部長は、その地域のゴッドフ 
ァ^ザーと相談して助言を得るよ 
うにしてもらいたい。我々として 
は出来るだけのことをするつもり 
である。 

A ラィセンスへの公式コ1スで 
は、 PRC から2名出席して、候 
補者を良く知るためのチャンスに 
ずるが、このテストを終ると次に 
会うのはいつになるかわからない。 
公式コースにおいては、これが本 
質的にテストを前提としており、 
テスト試合に吹笛ずることこそ最 
重要性をもつものであるため、残 
念ながら事前 トレー ニングも出来 
ない。 B リストに登録されるな前 
のレフ エリ！トレ I ニングは審判 
部長の貴任である。 

カスカィス(ポルトガル)での 
シンポジウムで、 PRC は IHF 
レフエリーリストは各国の責任で 
作成する ことと、 新たに、その順 
位づけをするように示唆した。今 
までのいろいろなリストをもとに 
して順位づけでの昇進または格下 
げが検証され、賛否の票によって 
は申請が拒否されることになる。 

P R C は4年毎の改選後直ちにこ 
の仕事にかかっており、エリート 


クラスの変動にが処するためのを 
い方法手段を得よぅとしている。 
この目的は勿論のこと、全般的に 
高い標準の幅広いトップレベルの 
確保にある。そして我々は多大の 
関、心を持ってエリ I トレ フェリ ー 
の トレ] ニングについての討論の 
機会が近々に到来するのを楽しみ 
じしている。 

エリ I トレフェリー研健について 

今日のエリ I トレフェリ^ —のた 
めの髙度なトレーニングについて 
は、プレィヤー側のそれと比べて 
聰ずかしいくらい貧困である。プ 
レィヤー側は A 世界選手権大会や 
オリンピック大会に出る時は、通 
常獅日な上もかけて優秀なコ}チ 
のもとでトレーニングしている。 
彼らは、これらの大会前には各期 
間にわたって無給またはそれ同然 
の休暇をとってトップレベルの ィ 
ベント大会出場準備じすべてを集 
中している。他方ふりかえって、 
レフェリ--側は？と言えば、3ケ 
月前に行なわれるテストコースは 
別として、組織として彼らにして 
やれる最大のことは大会開始日の 
当日の半日ミニコースに招くこと 
だけしかないのである。ここで再 
び話題は、この困難課題に立ち向 
かえる優秀なレフ卫リーの供給に 
ついて各審判部長の助力に信頼し 
なければならない。それを継続し 
なければならないと言うことに戻 
つてくる0 


我々は、各審削部長が彼らのレ 
フ卫リー準備じん要な諸条件(チ 
ャンス)の整備について可能なか 
ぎりべ ストの努力するで あろぅと 
信じるしかない。これをして くれ 
れば、レフェリ I は身体的にも知 
的にも良いコンディションが整ぇ 
られ、そしてまたオフシーズン 
(オリンピックや化界選手権大会 
は通常オフシ I ズンに開催され 
る)での試合のための感覚を維持 
することが可能となる。仮に、あ 
るレフェリ I が本来の基準から逸 
脱しているとの指摘で指名を取り 
消されたとしても、それはけつし 
て不名誉なことではないが、何ら 
かの世界選手権大会に国を代表す 
る立場となるレフ卫リーが準備不 
足の状態で送り込まれることは明 
かにスキャンダルであをとしか言 
ぇない。 

レフ ェリー活 巧の 実巧 

19 8 8年6月ユーゴスラビア 
のスコピエで オリンピック 前のテ 
ストコースが行なわれたが、我々 
の友人たるイワン.スノイ巧がコ 
1チ部門も代表して出席した。彼 
の仕事は、今までの実地場面の様 
子を報告することであり、次のよ 
ぅなコメントを示した(部かの 
み)。 

◊レフ 卫リ I は段階的罰則適用 
について極めて優柔不断である。 
レフ 卫リ！は防御者が相手 プレ 
イヤ！にけして、ボールを目的 
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これからの時代、情報と金離は〈ダイワ〉が大いにお役に立てる分野です。 ノご 



争 


大和銀巧 


OaiwaBank 



とせずに棉や擲を使うことを許 
してし まつている。ここで私は 
ルール8!巧を引巧する。 

「おホにがする動作 ( 8 1 4〜 
u ) での反則のとき、ボールで 
なくプレィヤ ー をが象としてい 
る場合には、罰則を段階的に適 
用しなければならない。この罰 
則の段階的適用は、スポーツマ 
ン シップに反する行為について 
も適用される。 ( nlld、n 
I 3 c )』 

蘇の考えでは、現行のル ー ルブ 
ックの中で 8 IU が最も重要であ 
るとずる。そして、ル^ルを守る 
ことが佩：とコーチ陣によつて支え 
られているということについて何 
か答えることはないのか？ 

スノィ巧は こう も言つている。 
◊激しさと粗暴なプレィが勝利 
の手段であつてはならない。 
これは真じ素晴らしい響きのあ 
る 言葉ではないか。しかし、我々 
レフ卫リーはこの目標が白熱した 
試合の中ではいとも簡単に忘れ去 
られてし まう ことを 知つている。 
それとも、白熱した試合の他に何 
か原因があるのか？。ひょつとし 
たらコーチやプレィ^^ - I は巧々と 
一緒じ講義室に座つて我々の方針 
に賛成するだけであり、コ I 卜で 
勝利への戦いをしないつもりだと 
いうのか？ 

いかなる場合でもレフェリ^^~の 
義務は、ルールの{疋める範囲巧で 
の試合運巧であることは言、つまで 


もない。レフエリーは限界基準を 
設定し、それから逸脱しないょう 
にする。試合が終わってからプレ 
ィヤーに脱線したことを弁解告白 
しても何の役にも立たないし、 
「あんな試合にはとてもついて巧 
けない」と言われるだけである。 

レフ卫リーは罰則適用に勇気を持 
つべきであり、その状がに正確な 
判断評価を下さなければならない。 
難しいのは、罰を課して威圧す る 
のではなく、試合状がの感知能力 
と 勇気を具備す ることである。 

スノィ氏は続けて言う。(その 
引用) 

◊ 同じょうに、 レ フ エ リー は8 
12; ( 失格について)と 8— 巧 
(追が)の適用について、しば 
しば不十分な取り扱いをしてい 
る。相手プレィヤ I にがしての 
極端な反則または粗暴行為の場 
合、攻撃側は失格または追放と 
されるべき ではないか。 

スィノ氏はコ I チ部門のメンバ 
1として有能な人物であり、同時 
にをコーチの代表でもある。彼が 
くり返して我々に忠告しているの 
は、ルールの厳正な適用というこ 
とである。 

今述べたょうに、ルールブック 
中最も重要な ことは 8—55 である。 
化〜 ES ぺージにある交代地域規定 
の処理じ目を向けて見よう。ここ 
でもレフェリーは無分別にも宽大 
じ容認しており、この点じも注意 
を喚起して、ルール規定に従うよ 


ぅに レフ エリ—を訓練しなければ 
ならない。この部分の第5項では、 
チーム役員はチームの指導や世話 
をする上でスポ I ツマンとして見 
苦しくない精神でが処すべき権利 
と義務があると記されている。こ 
の実行では、チーム役員はベンチ 
に座っていなければならない。第 
5項 2 b を見ても、 レフ エリーや 
競な役員にがして義務妨害したり、 
侮辱したりずる態度言行を禁じて 
いるのは明白である。 

ベンチ規定についてのレフエリ— 

我々は国際レベルにおいてすら 
頻繁に多くのレフユリーが交代べ 
ンチに竞容であるとともに、いか 
じ レフ 卫リ ー が彼らの做慢 さ、 横 
柄さに弱いかも見ている。当然な 
がら、プレィヤーがベンチ役員の 
言動に大きく影響されることから、 
ずべて レフ エリ！はベンチ役員の 
どんな点を許しまた我慢すべきか 
を すでにをく知っているはずであ 
る。コート上の威信確立について 
の我々の努力は、すでにベンチに 
いる者の秩巧を保つことで始めら 
れている。明かにこれは、まずレ 
フユリーがその遵守状況を見て行 
動する ことを 我々は要ボする。 

巧察と評価システム 

レフエリ 1- ^-レーニングには、 
また 実際じ レフ ユリ ー 観察のこと 
も 含まれる。 PRC は 多くの国で 
優れた観察評価が実施され、 レフ 


エリーサィドにも正しい評価とし 
て認められていることを満足に思 
っている。どこでも多くのレフエ 

リーが定年引退後もなぉ別のハン 
ドボ！ルの分野で奉仕ずる道を見 
出して熱中で きる のも好ましい こ 
とである。 

多くの IHF レフエリーはもっ 

と多くの観察レポ I 卜が作られて 
いないことに不満を持つと聞いて 
いる。ここで諸巧に思い出しても 
らいたいことは、 IHF のィベン 
卜大会には比較評価のため公式観 
察者が派遣されていることである。 
彼らはレポートを作成し、そのコ 
ピ）はシーズン終りに諸氏のもと 
へ送られる。これは ョーロ ッパヵ 
ツプ大会のことを引用しているが、 
すべての試合に中立的立場の観察 
者を派遣する必要性は考ぇなくて 
ょい。すべての場合、観察者の主 
要任務はレフ卫リ I を見るだけで 
なく、試合全体をが象として見る 
ことである。 

世界選手権大会やオリンピック 
大会では必ず一人の IHF 代表が 
立ち会ぅことにな ってい る。そこ 
でこれらのレポ I 卜を もっと広範 
困に配ホする可能性じついて考ぇ 
てみたい。レポートは確かに作ら 
れた。.しかし現在にいたるまで観 
察をの不十分な集中力のため、い 
つも出版できない状態にある。も 
し彼が一日に何試合か観察して、 
その他にまだ別の仕事を持ってい 
ると すれば、そのレポ I 卜の質は 
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おそらくぶ式出版にほど遠い、低 
いものとなるであろう。この件の 
改善じついては注目する。 

私はレフエリ I のトレーニング 
とその他のレフエリーについての 
注意事項を話したが、実際レフ卫 
リ—を訓練するということは、そ 
の前に彼らの素質の萌芽を見出す 
ことを早期にスタートすべきであ 
ると考える0 

お人発璃について 

多くの国が何らかのトラブルを 
.貼 こした 挙句、 レフエリ！ 候補者 
を発堀するシステムを考えている 
(これは B リスト 候補者の ことで 
はない)。彼らはどのスポーツの 
化界からでも良いが、世界のトッ 
プに達するプレィヤ1^5外で、将 
ぶの見込みの乏しい若者を捜す。 
また則の角度では教師を、勿論体 
宵教師を用いようとする。あるい 
は、化務な外の余暇時間を興味ぁ 
るものにしたいと考える警察や軍 
隊に在職する人もしばしば見られ 
る。 

一お的じ言って、各自の職務で 
指あ的役割を果たしている人の中 
から搜し出すことは誠に結構なこ 
とでみる。彼らはスポーツの場で 
も同城巧役劑をつとめることに適 
しており、勿論我々としては前に 
述べたぶうな権威をひけらかす熟 
祿驻よりも、.むしろ試合のリーダ 
-—としてふさゎしぃレフェリーと 
なている。 


何よりも普通で容易な手段は、 
高齢化したプレィヤーの中から新 
しいレフエリ I を選び出そうとす 
ることである。しかしながら、こ 
れには例外もあり、この人物が W 
歳な上であり、その上過去^5年間 
にレフエリーと悶着を起こしたこ 
とがあれば、場合によっては喜ん 
で迎える気持は反がとなる。これ 
と別に PRC は W 歳ですでに何年 
にもわたってトップリーグで素晴 
らしい吹笛を示している若い人々 
の関んを引きつけるようにしたい 
と考えている。これらの場合は、 
それぞれの国内で向上を図る好適 
の候補者であり、2 • 3年のうち 
に国際ラィセンスに挑戦可能とな 
るであろう。 

ホ性レフ H リ！について 

私が近年不可解に思っているこ 
とは、性別 じよる 資質の評価につ 
いての問題の多い現在、女性でレ 
フ卫リ ー部門で成功する者が誠に 
小ノない という ことである。もし、 
少数でもペアがいるのであれば、 
彼からにジュニアや女子部門だけ 
でな くもっと 多くの試合を吹かせ 
られ ないものか？。私は もっと 多 
くの レフ卫リー がこの問題に取り 
組み、新人発掘そして補充と トレ 
1ニングについての経済的援助の 
巧能性の有無を問題にしてもよい 
ではないかと考えている。スウェ 
1デンの例をぁげれば、国庫にょ 
る基金が中央スボーツ機関を通じ 


てハンドボール協会へ、「女性レ 
フェリ I 育成のためのプロジェク 
卜 用」 に割当配みされている。こ 
の件についての結論は、まだ時期 
尚早である。 

私は自宅でも、このことについ 
て家族と論議し、私が女性は困難 
状態の発生にっいて素早く正確な 
決定を下すことには不向きではな 
いかとの説をしたところ、私の妻 
はこれを軽蔑的に拒否した。私は 
諸氏の研究調査がうまくいくょう 
に願っている。 

不運なことに、レフェリーの不 
足にょり中立的な立場のレフェリ 
1 が一人の状態で試合をしなけれ 
ばならなくなり、それをクラブチ 
—ムに了承させて試合に出してし 
まうといった悪い状態は時として 
止むを得ないであろうが、悲しい 
かな、これはレフェリ！の立場を 
危うくするものである。 

ルールとレフェリーに関する大 
量の問題点から、私は PRC がハ 
ンドボールの発展に極めて重要で 
あると考えるいくつかを選び出し 
た。我々はハンドボ I ルを委託さ 
れている限り公的業務を実行する 
に普たって、現在の立場、地位で 
最善を尽くすだけでなく、ハンド 
ボールの将来を帷広い視野と聴感 
覚で見渡す義務を担っているので 
ある。 

我々は常じ新しいアイディアを 
歓迎するとともに、他のハンドボ 


I ル専門家たちと共同で実験的試 
行や評価を行なう態勢を確立しな 
ければならない。 

我々一同(各国審判部長、ハン 
ドボール専門家、 P 民 C と1 HF 
の代表者)は、それぞれのま任を 
自覚す るべき である。試合はレフ 
エリーなしでは出来ないのだ。良 
いレフエリーはどこにでも転がつ 
ているものではない。レフエリー 

とは、素質あるものを発掘して育 
てあげるべきものであるというこ 
とは万人周知の事実なのである。 

上が今回のシンポジウムの目標 
である。 

私はリエージュでの会合が困難 
はあるにしても、成功裡じ終わる 
ことを期待しており、今回の催し 
じ深甚なんづかいで準備に当たつ 
た人々に厚く御礼を申し上げる。 
この人たちの積極的支援があれば 
こそシンポジウムは成功に導かれ 
るものなのである。我々がここで 
見た徴候は正に「良」である。 

さあ、このシンポジウムを通じ 
て一緒に責任を果たすことにとり 
かかろう。 

御抬おを謝す 

エリック•エリアス 
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- ハンドボ f ル似試合を取がするた 
^びじ、気になることがひとつある。 

- それは、レフエリーの判定じべンチ 
^がクレームをつける度合いが、他の 
一球なの試合に比べて、きわめて多い 
一ことだ。先日、日ネリーグがか子の 
-裙滕が決まった大晦電気—日本ビク 


夕^~戦でも、こんなシ J ンを目撃し 
た。 

前半、大崎のエース尹秉順が右サ 
イドから放つたシュ I 卜が、ビ クタ 
1 GK の顔を直撃。 GK は顔をおお 
って倒れ、これを見たレフェリーは 
尹を退場処分にした。 


もちろん、大崎の李相玉監督は猛 
然と抗議した。「キーパ！の顔の両 
側はシユ]卜の沮いどころのひとつ。 
かして顔を狙ったわけではない。結 
果的に当たったからといって、退場 
はひどすぎる」というわけだ。 

判定は覆らな かった が、これは レ 
フェリ ー のミスジャッジ。関係者に 
聞いたところじょると、大学の試合 
では、「顔にボ I ルをぶつけると退 
場」の申し合わせがあるそうで、そ 
れを日本リーグの試合でも適用して 
しまった ょうだ。試合後、 レフエリ 
1の一人は「退場にすべきではなか 
った」 と誤りを認めていたという。 
しかし、この判定は、その後の両チ 
J ムを必要な上にエキサィトさせ、 
内容的じつまらない試合にしてしま 

った。 

スピードがあって身体接触も多い 
——。ハンドボールが化の球技じ比 
ベ、 レフユリングが 難しい ことは 確 
かである。だが、審判員の技術の差 
が大きく、試合によって判定が違つ 
てしまうのは困る。実際、全日本総 
合などを取がしていると、監督など 
から「次の試合は〇〇さんが(笛 


を) 吹く からやりに くい」 などとい！ 
、っ言葉を聞くことがある。当時者は、； 
先刻承知していることと思うが、燕- 
判技術の"底上げ"は急務である。- 

また、クレームの多さは、レフ H 一 

- 

リ—と現場とで、プレーの判定じつ- 
いての認識が食い違って いることが、- 
一因になっているように思う。 - 

一般じ、現場サィドは「反則を厳 I 
しく取って、退場をが続出したら試- 
合は つまらなくなる」 という 考え方 _ 
で、審判側は 「ルールはル！ル」 が一 
基本線のようだ。 一 
どちらがいい、悪い というの では_ 
ない。ただ、事前じ「このプレ I は - 
OK 、 これは反則」 ということを 互 一 
いに承知していれば、抗議は ぐんと* 
少なくなるはずだ。 一 
そのために、各チーム指導陳と審- 
判陣团との合同 ル I ル ミーテ ィ ンダ J 
を開く必要がある。それも、年に一 - 
回などでなく、大きな大会のたびじ I 
開いて、意思統I を 図るべきだろう。 ■' 
試合によって反則の基準が異なるよ I 
うでは、選手もプレ J に自信が持て一 
なくなる。 ■ 
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◊ w 月7月(±) 

熊本県燃合体育館 

討田巧?？3抓站昔本3 

〔戦評〕前半、お互いにシュ—卜 
ミスが目立ち互角のスタート。電 
装がリ I ド、それを本田が追いか 
ける展開で逸んだ。 W 分過ぎ、本 
旧が荒旧、 S 代の左腕コンビで逆 
乾に成功、そのままリードを奪う 
かと思われたが、再び電装が追い 
つき、本田の甘いディフェンスも 
あつ て；2 — ^と霜装が3点をリ1 


い上け^ — ^^で前半を終了。 

後半、立ち上がりすぐに竹芝が 
追いつき、その後一進一退の激し 
い展開を見せるが、二一景がややリ 
] ドして 進む。終盤、竹芝 も 激し 
く追い上げるが、終了間隙、一一一景 
がダメ押しを上げて逃げ切る。 

◊ W 月 W 日(火】 

秋田•湯が 富 巧体育館 

S 村巧鮮 〔 i = i ) 空-ま 

〔戦評〕出だし、両チ！ムとも口 
ングシュ I 卜がかまり、中村の田 
口、吳のロングシュートにがし、 

一一一景は高橋のミドルシュートや速 
な、ポストで応戦する。 

後半に入り、一二景の GK の好守 
により、 I 進一退の巧ゲームとな 
るが、終了間際、中が•田口の連 
続カットインで勝負が決まった。 


が巧00660080140 


1 J 原井藤望永 
中化す高小木金近田福福 


審 




の井塚口旧戸木成尾原中野 


，石飯田塚堀大下一二栗田大 


中 

褐 00 W 01 

◊ W 月け日(日) 
徳篇巿立体育館 


巧 


が 

T 

P 

リ 


が 


自助車2 


f 巧—7一 6豊 田 
信—9」1自巧撲後 


巧ザ005122400510 

が田が続田島合長川山野田野 


体 


^宮村吉福岡河藤平久長養崎 


K 

G 


審 


•科緋； 


對旧江畑野山田内田田浦田 

g 柴蟹奥大諫倉山新鎌杉山 

ぶず〇 4170150300 



ドして巧り返す。 

後半開始早々、本田は田中(浩】 
のポスト、田中(孝)のミドルで じ 
わじわと 追い上げる。巧分過ぎに 
は遂に本田が逆転、その後も激し 
い点の取り合いを見せたが、本田 
が3点差をつけて逃げ切った。 

◊ W 月8日直 

富山県絲合が賓館 
豊 田1 f 2 l 21 〇トヨタ 

島雲三り—2」2ま’倍 

〔戦評〕互いじミスの目立つ試合 
となったが、前半 W か過ぎから、 


導権を奪った。 

後半立も上がりからリードを奪 
った豊田織機をトヨタ車体も終盤 
必死に追い上げたが、要所でのシ 
ユートミスが目立ち、一歩及ばな 
かった。 

◊ W 月8日直 

岡山県 當 体育館 

中村荷巧7 fulul 1トヨタ 
0 觀2证 —8 J 2自お幸 

〔戦評〕立ち上がり、中がが具の 
シュートなどでリードを奪い、ぺ 
1スをつかんだかに見えたが、卜 
ヨタ自動車も速攻を中んに追いつ 
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化寸〇 045043000 G 5 
お井森井田井江西げ本尾上元 

け西富香川酒掘中田石松村杉 


K 

G 


む井塚□田戸木成尾原中野 

が 戸吳 

け石飯田塚堀大下一二栗田大 

傳〇09020427030 


を終了。 

後半5分過ぎから中がが GK 石 
井の好ずなどでリズムをつかみ、 
じりじりと リードを 広げてトヨタ 
自動車をふり切った。 

W 月8日直 

佐义市絲合が育お 


I 二 景撕 


巧竹芝耗巧 


霞 

〔戦評〕前半立ち上がり、竹芝が 
桐木の得点で先行したが、一二景も 
すぐに追いつく。中盤、か芝にシ 
ュートミスが目立ち、 S 景がリー 
ドしたが、竹芝も W 分過ぎから追 


リ 


の 


T 


得0 OU 431511000 
到幡居間木場本が崎川瀬口野 
^ ノ合 
け小大中桐馬 S 今野吉一森百 
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中巧‘ 
佐野‘ 


S ;;^が川藤橋曲原井藤が±永橋 
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じ中北斉高小木金近田福福高 
得004040646600 
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〔範評*】地-刀に勝るトヨタ自動車 
叫、心刖半"サイド、ポスト、ロン 
ダと多彩な攻擊で徐々に莲を広げ 
た々 

後半に入り、堂旧自動織機は GK 
の活躍でぶちとがり 5 かまでに 5 
点差と詰め寄ったが、ここまで川 
のの述統稱点などでホ々に加点、 
トヨタ自動車の楽勝となった。 


情002303510011 

g 巧がな細山田巧田藤旧浦西 

M 柴中蟹奥諫倉山新伊鎌杉山 
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審 


岡本一 T 
中川」 P 


軒井森井田井江西村本尾元 

0 森 

巧巧富香 W 酒堀中田石松杉 

唯-〇 0 3912220053 

◊ W ちほ日(日) 

巧水ホ営保育館 


リ 


の 


桿〇〇9013623001 


装 


-山橋村本崎本田崎口藤波田 


g 福高杉橋藤久岸岡極近難柴 


K 


審 


細沢' 
清水. 


が田藤続田島合長川山野田上 

E 宮ェま福岡河藤平久長養井 
得 007053320 JOO 

◊ W 月巧日(日) 

山梨•緑ケ丘公困侈育お 


巧 

引 

T 

P 

尚 


巧を转巧巧 


巧—じ1 5 本田巧研 


I じ一日 

■3」2 


^ョ龄リ 〔 IN 3 巧ミ i 装 

〔戦評〕前半開始早々、トヨタ車 
体が積極的なディフユンスから日 

本電装のパスをカットして速攻を 

連雜、主導棺を握る。その後両チ 
1 ム とも 得点を重ねたが、 WI 9 
と車がが 7 点を 刀^ —ドして前半を 

巧り季。 

後半に入っても、車体は吉続、 

長野を中んに加点したのじ巧し、 

雲装は巧 S のチャンスを逃し、追 
い上げ似リズムをつかめないまま 
卓体が逃げ切った。 


〔戦評)前半立ち上がりから点の 
取り合いとなったが、巧み過ぎか 
ら竹芝の速攻などがょく決まり、 
前半は竹芝の 3 点リードで終る。 

後半に入っても終始竹芝のぺ一 
スで進み、一時は 5 点差までリー 
ドしたが、本田も粘り強く追い上 
げたが、結局前半のリードを保つ 
た竹芝が快勝した。 


化ザ 0.01066208020 

W 尾本野田代が中口崎田中内 

巧中宮矢荒二一松田山川が田堀 


K 

G 


(審.菊島' 


古屋‘ 


封靈要場畜崎.川 f 口滯 


竹. 


合 


t 小大中桐馬一一一今野吉一森百 

化ず003421621000 
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◊ W 月リ日(主 
岩井巿雜合体育館 

中が巧な〇 1^2217 一 5さ 田 
運 萬3 t り— 8 j 1自助おお 

〔戦評〕前半の立ち上がりから中 
村荷役が圧倒、豊田自動織機は W 
分過ぎにょぅやく初得点をあげる 
拙攻で、前半で W —7 と大差を つ 
けられてしまつた。 

後半に入り、豊西も懸命の反撃 
を見せたが、中盤得点が伸びず、 
中村が終盤にかけて突き放し、大 
差をつけて快勝した。 


<12— リ2熊 本 


巧サ〇 024 目 0200110 
g 田が江畑野山内田藤田浦田 

诚柴中蟹奥大諫山倉か鎌杉山 
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田中 
高野 




の井塚口戸木成田尾原中野 
叫 戸吳 
け 石飯田堀大下塚二一栗田大 
得00己325445110 

◊ W 月益日(日) 

青森県巧你宵館 


5 

IX 

T 

P 

が 


後半、本 S 熊本も反撃を見せ、 
残り 7 分には挑—別と追い上げた 
が、今一歩追いきれず、終盤巧び 
突き放されてしまつた。 


が一寸00106120じ032 
リ尾本野田代が中口崎田中内 

巧中宮矢荒一二松田山川が田堀 




引 


立ち上がり トヨタの ロングシユ ー 
卜を阻止、流れが変わるかに見え 
たが、 5 分ぐらいから再びロンダ 
が決まりだし、着実じ加点して、 
リ I ドを保って逃げ切った。 

◊ W 月の日{日) 

京都•西京崔体育篤 


審_ 


請々擅け竹—巧の丽 U ) 2; 


IJIfi 


一二 


'中長斉高小木金近福福中高 
得 008670427000 

◊ W 月の日(日】 

群馬 •を 岡高校体育館 




^邮 S 巧〔酣=|1 W い本ョ電 S 

〔戦評〕前半、トヨタ自動車は川 
田、杉元のロングシユ I 卜で加せ r 
一方日本電装は、サィド及びポス 
卜で加点し、シ ーソー ゲ ー ムを展 
開したが、トヨタがやや有利で前 
半を終了。 

後半、日本電装の GK が替わり 


I 二 


* ぉ而 Ngj 品田巧 f i 點扣本も心崎口藤卽 

■ ■ ーブも 


本田技研 
本 

〔戦評〕二一景は前半からょく走り、 
2^1のと大きくリードして折り返 
す。ずっては GK やがのげずで爆 
発的な攻撃力の本田熊本を押さえ 
る。攻めては金井がよく動き、斉 
藤、高橋のロング、セミロングで 
加点した。 


得〇ハ 


福高杉橋久岸井岡權近難柴 
審 .1 贊 


が井森井田井江西が本尾元 

巧西富香 W 酒堀中田石松杉 
谭〇〇491己131 


森 
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T 

P 

リ 

已 

3 


コータ 

行—9」1車体 

〔戦評〕トヨタ車体•吉続のポス 
トシ ュー,^^でゲームが始まる。卜 
ヨタは長野のミドルシュ .— 卜を中 
、心とした攻繫-、一方竹芝はポスト 
を利用した攻撃でセットでは互角 
の状態でわたり合ぅが、竹芝が2 
点をリ ー ドして 折り返す。 

後半に入っても、セットを中ん 
とした攻撃になるが、お互いシュ 
!トミスが目立ち、個人巧 じょる 
展開が多くなる。徐々じ竹芝の攻 
撃が コンビよ く 決まり だし、 じり 
じりと リ I ドを 広げて勝利を収め 
た0 


祖ザ〇 03301202080 
g 田が続島田島合長川山軟田 

巧宮村ま君福岡河藤平久長養 
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;幡屋間木場本が瞒川瀬口野 


け小大中桐馬一二今野吉一森百 
得008610523000 
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0£^巧巧日{止) 

知立巧福化が育館 

^ョ皆 ( IN § 沈-二ま 

〔戦評〕立ち上がり、一一一景にミス 
が 目立ち、 これを 確実に得点に結 
びつけた トヨタが 411 とリー ド。 
その後 もトヨタは 君島、長野を軸 
に得点を重ねた。一方一一一景も斉藤、 
福壬を 中、 心に攻撃するが、 トヨタ 
G K 宮田の好キ I ピングじ合い、 
得点が伸びず、と トヨタが 
6点を リードして巧り 返した。 

後キ立ち上がり、 S 景が先手を 
とるが、なかなか連続ゴ I ルを奪 
えず、 5〜 W 分にかけてミスから 
相手に速攻を許し苦しい展開とな 
る。巧分過ぎより一一一景 GK 中がの 

キ I ピン グが ようやく 巧えだし、 
猛追を見せたが一歩及ばなかった。 


得〇 0 422091440 

^か橋藤懦山原井藤が±、氷 

中長齊离小木金ぶ田福福 


一二 


審 




g 里が続轉口岛合長川山野旧 

J !； 宮けまお福岡河藤ず久長衰 

掉〇り' 5日〇13 3 〇 〇 U 〇 

ク W 丹巧日(主) 

巧立巧福祉が青館 


6 

2 
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P 

リ 
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2 


日本這裝巧 〔 SW 1 如豊 


田 

自鬟儀 


〔戦評〕豊田•奥畑のミドルで先 
制、さらに蟹江が PT 2 本を礎実 
に決め、豊田の優勢で試合が進ん 
だ。日本電装も杉村の豪快なロン 
グで反撃し、終盤には GK の巧守、 
巧ディフ卫ンスから速攻を生かし 
て逆転、じ—ので前半を終了。 

後半に入ると、若い日本電装の 
走力が豊田を上回り、速攻を軸に 
得点を重ね、リードを広げて快勝 
した。 


旦ザ006242010212 
削田が江畑野山田内藤田浦田 

»柴中蟹奥大諫倉山伊鎌杉山 
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G 


審 




祭 

一單ぞ 


橋巧本本田上崎口藤波田 


高杉橋久岸井岡極近難柴 

日一寸006541431030 

◊ W 月普(日) 

訟山市総合体育館 


が 

T 

P 


旦ザ 0000352 0 8 ouo 
I 尾本野田代村浩口崎田孝内 
中 中 


田_ 


&中宮矢荒一一一松田山川が田堀 
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審 


柳原' 
田中' 


55井森井田井江西が本尾元 

け西富香川酒堀中田石松杉 
得〇 03736001170 

◊ W 月晋(日) 

岩手県営体育館 
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トヨタ8 f り—!^18本 田巧研 
自® 車2 ^1 り j 2熊 本 

〔戦評〕前半立ち上がり、本田が 
田中(孝)の PT で先制、从後も快 
調に加点、^: ilu と6点をリード 
して前半を終える。 

後半に入り、中盤までは一進一 
退の互角の展開であった が、 中盤 

を過ぎて トヨタが 猛追を見せ、遂 
に終了1み前には トヨタ•川 田が 
決めて g — 抓の同点として引き分 
ける。 


导〇08420501000 
引播屋間木場本が崎川瀬口野 
ノ合 

け小大中桐馬ニー今既吉一森百 

K P f f •小笠原一 
G F t 審高橋」 

が井塚口田戸木成尾卷原中 

的 戸吳 

け石飯田塚掘大下三猪栗田 

得00 '■' rjloo 756012 


◊ 巧3日(を】 

山形•化が山苗校体育館 


本田な研ら 


熊本2 


9 18 
611 
八 1 l-v 


SI— 識 INS をぉ 

〔戦評〕前半立ち上がり、中がが 
やや優位じ展開、終始リードを保 
つて展開したが、竹芝も 5 本の P 
T を決めるなど、おりを見せて3 
と2点差で終了。 

後半に入ると、中村•下戸成、 
一二尾が立て続けに得点をあげ、竹 
芝を一方的じ引き離して大差をつ 
けて快勝した。 


皇 田 
自巧辕お 

(戦評)前半立ち上がり固さの見 
えた両チ I ム、 W みまで 3 1 2 と 
いぅロースコア I の展開。豊田は 
シユートミスが多く、 9—8 と本 
田が1点をリードして祈り返す。 

後半に入り、本田は松がを中ん 
に着々と加点、豊田も後半は数少 
ないシュートを確実に決めて粘り 
を見せたがなばなかった。 


化寸001440070021 
制田が江畑邸山田•内田藤田浦 

離柴中蟹奥大諫倉山新伊鎌お 
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腿川 
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；；；尾本野田代が浩口崎田孝内 

が中宮矢荒一一一松田山川村田堀 

化ザ〇 〇 〇 31 UO 〇 7 〇 3 〇 

◊ u 月3日 (金) 

山形•化が山高校体育館 
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is — 部〔町11ぶ 


卜 a 夕 

運 お1た—だ，ム車 体 

〔戦評〕前半、中がは興のシュー 
卜を中、心に好調な滑り出しを見せ 
終始リードを奪ぅ。 

後半じ入っても同様な展開で、 
両チームともにディフェンス じ荒 
さがあり、点の取り合いとなった 
が、吳を中、 レと して得点力に上回 


一 24— 
























- 25 - 


る中巧が逃げ切った。 

悍’〇 〇扫4 〇 3 7 〇 〇 〇 7 〇 
们お林搔島田島合お川山野お 

げ宮衬みお.站岡が藤平久長養 
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銭孫训' 


が井摄口巧戸木成.お尾原中 

邮 戸岛ハ 

巧む飯が塚掘大下大 S 栗田 

得〇 06240215^04 

0 U 月3日(を】 

13 お•化が山高校が育館 
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III 


京な〔門地 


巧日本®装 


得〇 081013230 L 


装た 


橋が本崎本田上崎口波田 


高杉橋藤久岸井岡權難柴 




^が川藤橋山原井藤が±永橋 

lli 中化斉高小木金近田福福高 

巧け0 08340306110 
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◊り月3日(妻 
山形•おが山高巧化育館 


竹福巧如〔巧心洗^ 


〔戦評〕一一一景は GK 中がの好守で 
安をしたな防を見せた。一方、日 
本電装は若さが出てミスが目立ち、 
2— じと一一 一景が 3 点を リードして 
前半を終了。 

後半に入り、立ち上がり日本電 
装はいったんは同点にまで追いつ 

いたが、中盤再び突き放され、一 
ホなばなかった。 


得005820005123 
則井森井田井江が本尾上元 

訓 卞ホ 

け西富香川酒掘田石松が杉 
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;幡屋間木場本が崎川野口野 

:合 

;小大中桐馬一二今野吉長森百 


N — t / 

得〇〇 W 831 

◊ y 4 日壬) 

山形•化が山富が体育館 
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退をくり返したが、中盤を過ぎて 
中間などの活躍で竹芝がじりじり 
と引き離して逃げ切った。 


◊り月4日ミ 
山形•化が山高校体育館 


W 卜3夕 

"自動車 

〔戦評〕元気のないトヨタにがし 
竹芝は馬場•桐木’中間とセット、 
速攻とそつなく加点 、 n — 9 と大 
きくリードして前半で大勢を決し 
た0 

後半じ入り、トヨタも懸命に反 
撃、残り W 分を切って速攻、セツ 
卜と得点を重ねたが、前半の点差 
が大きく、追いつくまでには至ら 
なかった。 


得 002304340050 
到橋村ネ崎本上崎口藤波田 


高杉橋藤久井岡極近難柴 
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幡屋間木場本が崎川瀬口野 
於 ノ合 
け小大中桐馬ニー今野ま1森百 
OH 502 403000 

◊ ::: 月4日丢 
山形•化村山高がお育館 


巧 


S 中村荷役 9 ful り1 4 本田巧研 
帝—技 >. 


〔戦評〕優勝への大事な一戦とあ 
って立ち上がりやや固さの見えた 
中村だったが、中盤着々と加点、 
UIU と2点をリードして前半を 
終了。 

後半に入っても一進一退の展開 
化ザ 000134319120 ^ 

«尾本野田代が浩口崎田孝内 
が 中中 
り中宮矢荒二一松田山川が田堀尚 


竹芝な巧巧!^"11;=-リ日本巧装 

〔戦評〕前半立ち上がり、竹芝. 
中間が先制、その後一進 I 退の展 
關が続き、と竹芝の1点リ 
1ドで巧り返ナ〇 
後半も全く互角の展開で一進一 


審 


高野 一 T 
中島 」 P 


む井塚口田戸木成沼尾原中 W 

叫 戸吳 

け石飯田塚堀大下大二一栗田 

嗜〇 04340504702 ^ 

ながら、終始先手をとった中巧が 
安定した攻守で逃げ切り、6年ぶ 
りの優勝を決定づけた。 


を決定づけた。 

後半、車体も懸命の反撃を見せ 
激しい度のとり合いとなつたが、 
前半の点差が大き寸ぎた。 


巧マ0052035200 U 1 
g 田が続島田島合長川山野田 

35宮が吉君福岡河藤平久長養 


K 


審 .3 


森 


が井森井田井江西が本尾元 

一一扩别 

け西富香川酒堀中田石松お 
得006じ0315334 C 

◊ U 月4日王) 

山形•化村山窩校保育お. 


見せ、その後豊田も全く互角の展 
開を見せたものの、点差を縮める 
ことはできなかつた。 


a 夕 

車 体 


〔載評〕前半立ち上がりから自動 
車が着々と加点、一方の車体はな 
かなか得点が伸びず、 W かには8 


得〇 06265010000 
斜田が江畑野山田内藤巧浦巧 

诚柴中蟹奥大諫倉山か鎌お山 




リ 


佐東」 P 1 3 と自動車がリード。その後も 
) 自動車は全員ムラなく得点、別— 
け W と大きくリ—ドして前半で勝負 


審 - E パ 


^が川藤橋山原井藤が±永橋 
金 


111 


、中北き高小木金近田福福鳥 
得007170620130 

◊り巧 5 日貢 
表おホ体育館 


的 




リ 


T 


リ 




中が荷役 
蓮 


一^苗〔巧逆な日本3 

〔戦評〕中がはスタ I 卜こそ固か 
ったが、田口、吳の両大砲が豪快 
なシユートで前半をと大き 
くリードを奪った。 

後半、日本電装も互角の勝負を 
展開したが、前半の大量リ I ドで 
余裕をもった中がが、そのリード 
をずり切って全勝で優勝を飾った。 


一二景2 〔UI J 2 自 g 養 

〔戟評〕前半立ち上がり、二一景が 
シユートチャンスを確実じみめて 
優位に立つ。中盤から豊田も互角 
の攻防を見せるが、 W —9 と一二旦巧 
が5点をリードして前半を終る。 
後半も一一一景がいい立ち上がりを 


化ザ 006615320140 
お橋が本崎本上崎口藤波田 


高杉橋藤乂井岡栖近難柴 


_ 星川' 
，を，佐東. 


む井塚口田戸木成沼尾原中 
叫 戸吳 
け石飯田塚堀大下大一二-栗田 
得00じ33^::>421;:^11 
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◊り日；5日直 
東お巿ホ菁お 

S 曲を n 百舅 

〔戦評〕前半立ち上がりは互角の 
展開を見せたが、中盤からじりじ 
りと豊田がリードを奪い、 WI 7 
と3点をリードして前半を終了。 

後半に入ると、両チ—ムともシ 
ュ ートミ スが目立ち、6分間互い 
に無得点の立ち上がりを見せたが 
その後全くの一進一退の展開。竹 
芝も懸命の追撃を見せたが僅かに 
及ばなかった。 


得005233212000 

引幡屋間木場本が崎川瀬口野 

松 ノ合 

大中桐馬一二今既吉！森百 


8 


リ 


^審 . s ? 四^ 


景 


後半に入ってもトヨタが先行、 

一一一景も終盤追撃を見せたが、点差 
が閒きすぎてしまった。 


得002210643700 
が橋藤を山原井藤が丰水裕 
謂 橋金 橋 
に中長斉高小木金近田福福高 


K 

G 


審 


錦孫刊 


が井森井田井江西村尾元 

S 西富香川酒堀中田松お 
が一寸00682617050 


巧 


T 


の 


抓 


して KI 9 と大きくリードして前 
半を終了。 

後半に入っても流れはをらず、 
着々と得点を加える本田にがし、 
トヨタも頑張りを見せたものの及 
ばなかった。 


1トミスがをくて得点じつながら 
ず、大差で敗れた。 

◊ W 月 W 日(火) 

巧田•みが萬校が育靡 


fYO 


W ムネカタ 


导〇07611121101 
55田が続島田島合長山舒田上 

巧呂が吉君福岡抑藤久長養井 


如 


G 


審 .3 パ 


◊ U 月5日(日) 
泉格市体育館 


リ尾下野田代村浩□蹄田孝内 
が ホ ホ 
巧中宮矢荒 S 松田山川が田堀 
化サ〇 01176232382 


1 - 
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3 


本田ち研 iT : 
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G 

I > , 

^巧が江畑野山田内田田浦田 

柴中嚮奥大諫倉山新鎌杉山 

导’〇 07250040200 

巧5日{曰) 

東巧巿体育館 


い S ; ぉ靈望- 

(戦評】前半 W 分やではほぼ互角 
の疆閱であったが、残り W 分を切 
ってからトヨタが一気に得点を伸 
ばし、実に； E ； み間で；：；得点をあげ 

てと7点をリ I ドして巧り 
過す。 


a 夕 

熊 本3た一じ」2車 が 

〔槪評〕前半立ち上がり、トヨタ 
はシュートミスを重ね、実に W 分 
間無得点。一方本田は着々と加点 


日立巧木巧 17 」 

〔戟評〕前半、 W 分まで両チーム 
ともディフ卫ンスが固く、一進一 
退の好ゲ！ムであったが、日立栃 
木•尾苗のロング、カットィンシ 
ユ！ 卜が決まりだし、 M .— 9 と5 
点をリードして前半を終了。 

後半に入っても日立の速攻が讶 
え、終始日立のぺ！スで試合を運 
び、 リー ドを大きく広げて快勝し 
た0 


〔類位〕①中が荷役運輸③トヨタ 
自動車③本田技研能本④竹芝精巧 
⑥ご一景⑥トヨタ車体⑦日本電装⑧ 
豊田自動織機 


ぶザ000113 W 10000 
妻晦藤川名田井橋骄骄木藤 
、バ 遠々 
i 巧山が皆 W 太按高上菅佐遠 
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B 
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子 

化 

国 
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松 
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ヨ立〕 
本 
;津 
‘苗 
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1長 

1田 
岸 
鶴 
;在家 

1田 
^井 


1 G K 

F P 

/-^ 

審 

佐•佐 
々 

藤木 

S - /■ 


堤 


宮山県総合体育館 

化！！銀 § (luj WJUK- 

〔戦評〕前半立ち上がり、両チ— 
ムともシュ^~トミスが多く K 分 
頃まで5 1 3とロースコアであつ 
たが、中盤過ぎから化国が速攻な 
どで着々と加点、5215と大きく 

リ I ドして前半を終了。 

後半に入っても流れは変わらず 


巧ザ〇 1500112000 
リ角塚藤田井田原谷藤田中 

U 大石佐上石鴨が熊武羽田 
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P 
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•飾喊： 


一^戸井田後田川野川 

^ 林 墙金吳 

け木岩上丹松化矢化 

旦ザ〇0360633114己 


〇 

T 

P 

リ 

2 


辱0072015。 

◊ W 月 W 日壬) 

明お中央体育館 


6 

リ 

T 

P 

9 

2 


の後も速な、ポストプレーなど多 
彩な攻撃で加せ r ^—4 と大きく 
リードして巧り返した。 

後キ、1リ|^1もょく稍り、1 
進一退の攻防が続いたが、前半の 
点差が大きく、そのままあぶなげ 
なく、ブラザーェ業が逃げ切った。 


谭〇 2412002000 
角塚藤田井田原谷藤田山 

::大石佐上石嶋伊熊武お平 


審 


小山' 
田中、 


^本住木永栗倉上尾藤田斐中 

h 岡西荒未小坂道が進致甲田 
がザ〇 08000336420 

◊ W 月 w 日直 

明お中央化育酷 


1 

1 

似 

T 

P 

リ 

6 

2 


呈 i 閣 ) 4 % 

〔戦評〕前半7分まで日立が 4 — 
〇とリード、ソニ I は、か尾のロン 
グシュートで1点を返すが、日立 
の固いデイフェンスじ手こずり、 


日ザ〇 05000302038 
T ' 石賀元山石本郷口山住尾 
こ多 林 
^::阿古藤平白楠東山安大、か 


バラザ棠互げ 3 リリで 

〔戦評〕前半立ち上がり1分、荒 
木のペナルティ！スローで先取点 
をあげたブラザーエ業は、前半 W 
分で 612 と主導権をとつた。そ 


K 


審 


罵場 ' 
'が田. 


ジ本津苗永田岸鶴塚田毛井 
ぶ 堤 

巧岡梅尾神柳山ま飯岡石新 
日ザ004034062420 
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ミ文から日立の速攻を許し、：£^- 
9と日なの6点リードで折り返す。 

镇半、ソニーががをょく動かし 
稗，極的なディフェンスで対抗、再 
一二退場者を.がすが、踏んばり、シ 
1ソ I ダームとなるが、日立が巧 
で逃げ切った。 

ぐの月 W 日(王) 

おる中央体育館 

^^雙れ 5 ^ぶ—^)じムネカタ 

(載評〕前半立ち上がり、化国. 
金の鋭いカットインで先行したが、 
その後両チームとも動きが固く、 
シュ ー ト ミスが目立った。 W 分を 
過ぎると動きもスム1ズじなり、 
北国は宮本の出足の速い速攻、サ 
イドシユートなどで着実に加点し 
ていった。一方ムネカタは、5分 
核井のペナルティーで初得点をあ 
げたが、化国の固い守りを崩せず 
W 分まで無得点が続いた。その後 
はムネカタ桜井のロングなどで加 
点したが、2^ — 4の大差で前半を 
終了した。 

後半も化国の勢いは衰えず、森 


化 1 000020802000 

り妻崎藤川名田井橋野野木藤 

、マ 泉々 

:^^我山伊皆川太ぉ高上菅佐遠 


K 

G 
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II; 


副戸井後田野川 本下本 

距 墙金森 

U 木岩丹松矢化 宮松谷 

5ザ〇 〇 3 2 3 4 2 89 4 3 3 


2 


引 


T 


4 


5 


の速攻、金のスピ I ド ある ロング 
シユートで加点した。一方ムネカ 
夕は菅野のサイドシユ I 卜などで 
得点するが、最後まで止める こと 
ができず、大差でゲームが終了し 
た0 

月巧日(日) 

巧石中央体育館 

^ 们巧 ( IN 3 2ムネヵタ 

〔戦評〕開始早々、ソニー藤元が 
速攻で押し込み 5 点を連取する。 
ムネカタは 9 分、太田のカツトイ 
ンで初得点。ソニ I は山口のミド 
ル、永尾のロング、ムネカタは速 
な、カットインで得点を重ねる。 
ムネカタ梭井のロングを再一ニソニ 
IGK 阿多石がはじき返し、ょく 
ずった。ソニーは PT などで得点 
を重ね、じ— 8 で 祈り 返した。 

後半、ムネカタはソニ I 伊藤に 
マンッ！マン • ディフェンスでリ 
ズムを崩しにかかるが、ソニーは 
走り回り、、ンュートへ。ムネカタ 
もポスト、サイドで追い上げるが 


得 001115423200 

妻崎藤川名田井橋野野木藤 

^ 遠々 

U 我山伊皆川太桜高上菅佐遠 
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’審•削側、 


7石賀元山本郷口山住尾 

二多 が 飯 

い阿古藤平楠東山安大永 

得0073151 
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P 
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5 
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ソニーは速攻、 PT などで加点し 
て逃げ切った。 

◊ W 月巧日(日) 

明石中央体育館 


OKI 


日立巧木こ巧け)：：：：— 

〔戦評〕立ち上がり、日立•飯塚 
のカットィンで先行。その後両チ 
1ムとも当たりが厳しい ゲ I ムと 
なった。中盤じなり、 JUKI の 
ミスから日立は速攻を連発して得 
点を重ね、前半巧—6と日立が大 
きくリ1ドして折り返した。 

後半もいきなり日立が 3 点連取 
するなど日立のぺースでゲームが 
進み、 JUKI 佐藤のロング、鳩 
田のボストシユ—卜などで反撃を 
見せるが、結局前半の点差が大き 
すぎ、追いすがることはできなか 
つた。 


化ず〇 1450502000 
〇角塚藤田井田原谷田中山 

U 大石佐上石嶋か熊羽田平 
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，，.ド曝場' 
，審•瞧 i . 


立 


'本津苗永田岸鶴塚田毛井 


堤 


け岡梅尾神柳山吉飯岡石新 

得005142163041 

◊ W 月け日(日) 

巧石中央が音館 


21=1 I ブラザ I 


^3 1 J ブ || 

化国舉れ巧瓦—リー斗- I 


(戦評〕立ち上がり、化国•金が 
PT で先行、しかし、ブラザーも 
松尾のサィドシュートで追いつき、 
荒木のロング、小乗のサィドで逆 
転、 7 分には 311 とリ I ド。化 
國もロングを立て続けに決めて再 
逆転、似後互いじ一進一退の展開 
で、と化国の2点リードで 
前半を終了。 

後半に入り、前半同様-進一退 
の攻防が続いたが、ブラザーはど 
うしても 追いつくことができず、 
終盤得点を追加した化国が粘るブ 
ラザ ー を ふり 切った。 


得00已710623000 
W 本住木永栗倉上尾藤西斐木 

け岡西荒末小坂道松進野甲嵩 
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酬軸； 
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戸井田後田軟川 


ヒ ザ 巧* 

け木岩上丹が矢化 
得 001524003608 

◊ W 月の日(日) 

百：森県総合巧助公曲体育館 


搞金森県 
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JUK 


I 巧 〔IU 


の-巧ムネカタ 

〔戦評〕前半、：：：と JUKI 
の1点リードで迎えた終盤、ムネ 
カタがノータイムでフリースロー 
を決め、同点として終了。 

後半に入っても互いに譲らず、 
一進一退の互角のまま終盤へ。残 
り6分を切って JUKI がの—の 
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からー ホリー ド、ムネカタは PT 
を JUKIGK 大角に阻まれるな 
ど梅点できず、 JUKI が立て続 
けて加点、ふり切った。 


巧000710633300 
:； T 妻崎藤 W 名田井橋野野木藤 
遠々 

i 我山が皆川太桜高上菅佐遠 
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春.概麵： 
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'号00 5 103030015 

^石賀元山本郷口山住尾 

こ多 林 飯 

Z ：. 阿古藤平楠東山安大永 
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q 本化本み倉 - S 尾藤巧斐木や 

け隅西荒末坂道松進野甲高田 
吗 〇 〇 7 313 2 4 〇 〇 〇 〇 


半を終える。 

後半に入り、ソニーはブラザ1 
.野田にハーフマンツ！をつけ、 
ブラザーの攻撃を抑えるが、前半 
の点差を縮めるまではいかず、ブ 
ラザーが逃げ切った。 

月？ 3 日(主) 

知立市福祉が宵館 


の角塚藤田井田原を藤田中 

U 大石佐上石嶋伊熊武羽田 

5ザ〇 5761206000 

◊巧巧の日(日) 

京锦•西を桂体育館 


ブラザ— 3 fu —7 一 8 ソニ— 

H 業三2—リ7固分 

〔戦評〕前半、ブラザ！野田の 
カットイン、ソ ニ！大住の速攻 
にょりゲ）ムが動きだし、の分ま 
で互いに一進一退で進む。巧分過 
ぎ、ブラザ ー •荒木のロングと ソ 
ニーに 3 回の痛い退場があった間 
にを実に得点を重 わ、 6点差で前 


日立巧木巧 I 


WI 9 一 6プラザー 

括— 7 j 1エ榮 

〔戦評〕前半立ち上がり2分、ブ 
ラザーが荒木のミドルシュートで 
先制。その後もポスト、 PT を確 
実に決めて W 分には 411 とリー 
ドを奪ぅ。しかし、日立もじか過 
ぎょり連続4ゴ I ルをあげて 7 IH 
6と逆転、その後一進一退の攻防 
を見せたが、 W 19 と日立が1点 
をリ I ドして巧り返した。 

後半に入り、日立はブラザー. 
荒木にマンツーマンをしき、これ 
が成功して4連続得点をあげ、ブ 
ラザーのミスも出て点差を広げて 
快勝した。 


化ザ009202012000 

r ? 本住木永倉上尾藤田斐木中 

け岡西荒末板道が進野甲高田 
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測城； 


^津部苗永田岸鶴塚西家毛井 

け梅阿尾神柳山ま飯岡繁石新 

得001026272005 


月巧日(日) 

大分を総合体育館 

化国銀行又で g 4二 i 

〔戦評〕化国が速攻で3点を連取、 
ソニー永尾がロングで追ぅ。化国 
はポスト、サイドなどで加点、試 
合の主導権を握って前半を終了。 

後半、ソニ I は藤元のフ卫イン 
卜や平山の速攻で追うが、化国は 
速攻、ポスト、ロングなどで着々 
と加な、ソニーをふり切った。 


巧の同点に追いつき引き分けた。 


旦寸 0061022]0036 
石賀元山石本口山住尾 
こ多 林 飯 
v !： 阿古藤平白楠山安大永 


K 

G 


審 


田原' 
佐藤、 


那戸井田後田川野川 

^ 林墙貪 

U 木岩上丹松化矢化 
巧ザ001028731244 

◊り月4日(止) 

四日巿巿体育靡 
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の 


T 


記 


6 

が 

T 

P 

が 

5 
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JUK 


I 目で—:2 一 5 
2-3 12」2 


ソニ I 


3 

2 


〔戦評〕ソニ I のポストシュート 
を織り混ぜた攻めにがし 、 JUK 
I も ミ ドルシュートで打ち返し、 
前半^5—。と1点差で終了した。 

後半 W 分過ぎ、！時3点差とソ 
二：がリ I ドし、そのままいくか 
と思われたが、残り2かを切って 
JU K I 佐藤が P T を決めて巧— 


日ザ 009404030005 
71 ^賀元山本郷口山住尾 
こ夕 が 飯 
い阿お藤平楠東山安大永 


G 


審 


夏目 ' 
松ケ谷、 


パ角塚藤田井田原谷藤田山 

；：：大石佐上石鴨が熊武羽平 
擇〇 3 H 25202000 


已 

2 

T 

P 

5 

2 


◊り月4日(主 
巧阜県民体胥館 

日立巧木 W 丽 N 化银巧 

〔戦評〕前半立ち上がり W 分まで 
はお互いやや足の止まった試合展 
開でシ I ソ I ゲームであったが、 
その後化かまで日立は得点なく、 
逆に化国ぺースであったが、 W 分 
から日立•尾苗のロングが決まる 
ようになり、巧分に23—^5と逆転 
して前半を終了。 

後半、化国の守りのミスから日 


日一寸 002235000620 
J 戸井田後田川野川 本 
墙金森 


国 


U 木岩上丹松北矢化 を 


G 


P 

F 




がホ津苗永長田岸鶴塚田毛井 

け岡梅尾神神柳山ま飯岡石新 
巧ザ〇 0700341530巳 




T 

P 




立は PT 、 速攻と連続得点して完 
全じ日立ぺースとなり、^:;分には 
挑—^5とリ|ドを広げ、ほぼゲ1 
ムを決定づけた。 

◊り巧5日直 
を巧•化巧みお育館 

IT ザ iMiuj C ムネカタ 

〔戦評〕ブラザーは荒木のロング 
シュ I 卜が好調に決まり、前半巧 

かまでに8-1と全くブラザ^ —の 

ぺ I スの試合となった。一方ムネ 
カタは、ブラザーのロングシユー 
卜にがしずりが甘く、 W16 で前 
半を終了。 

後半開始5分まではムネカタも 
よく動きぺースをつかむかに見え 
たが、徐々にミスが多くなり、ブ 
ラザーが連続して得点、大差のつ 
いたゲームとなつた。 


化ザ00030315000 
リ妻崎藤川名井橋野野木藤 
^ 遠々 
U 我山伊皆川お高上菅佐遠 


G 


審 


.1。 が； 


rr 本住木永倉上尾藤田斐木中 

け岡西荒末坂道松進巧甲高田 
得〇 08634213110 


2 

1 

T 

P 

の 

9 
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〔お位〕①曰立板木②北国銀斤③ 
ブラザ IH 業④ JUKf ⑥ソニー 
国分⑥ムネカタ 
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東青拓東東明青東国青すち青東巧東 
学学 学海 学経武学 学経 学 
大‘大大大大大大大大大大大大大大 


►男子2部 

明 大 
法大 
国武大 
東海大 
東海大 
法大 
明大 
東学大 
東経大 
拓大 
国お大 
法大 
東経大 
明大 
東海大 


早 大 で^ 日 大 

中 大 順 大 
日 大 S — 巧慶 大 
日体大 g—s 早 大 
国±館大 筑波大 
中 大 化—パ 慶 大 
順 大 日 大 
国壬館大 の 早 大 
日体大 W I リ 筑渡大 
順大 慶 大 
日大 別中 大 
日体大 国±館大 
筑波大 早 大 
〔順位〕①曰本体育大⑤筑波大③ 
早稲田大④日本大⑥順天堂大⑥園 
古館大⑦中央大⑧慶応大 


を地学生秋季 U — ヴ戦結果 


化お道学生 


(W 巧 U 〜巧日/札嗎中島体育セ 
ンターほか ) 

▼男子1部 

か檐商乂 函館教大 
函館大 S —2 北海学圃大 
化 大 が —M 化大陸学部 
函館大 函館教大 
小樽商大 別—別 北大医学部 

化 大 S ふ 化海雲 

函館大 T 5 小樽商大 
お 大 说 —23 函館教大 

化海学鹽大 お—^ 北大医学部 

化 大 小樽商大 
函館大 T 9 化大医学部 
北海学厨大 函館教大 
小樽商大 化海学園大 
雨館教大 巧北大医学部 
函館大 お一化 化大 
〔順位〕①函館大②化海道大③化 
海学園大®小樽商科大⑥化海道教 
育大函館かか校⑥化海道大医学部 
▼男子2部 

北海‘道美 室蘭工大 
旭川教大 別— ？§ 化星大 
馴路教大 洗 道都大 
旭川教大 お北海道芙 
室蘭工大 馴路教大 
化星大 巧 IW 道都大 
訓路教大 ^1 拍 化海道工大 


室蘭工大 巧—^:; 化星大 
旭川教大 姑—说 道都大 
化星大 北海道工大 
馴路教大 旭川教大 
室蘭工大 记—の 道都大 
化海道工大 说—挑 道都大 
室蘭工大 ^1 對 旭川教大 
馴路教大 w—ss 化星大 
〔順位〕①室蘭工業大③化海道教 
育大鑛路分校③化海道教育大旭川 
分校④化星学圃大⑥化海道工業大 
⑥道都大 
►男子3部 

札幌大 化幌学院大 
札幌大 学園化見大 
札幌大 T9 化見工大 
札幌学院大 WI 2 化見工大 
札幌学院大 が—:^ 学園化見大 
学園化見大 巧—巧.化見工大 
〔順酱①札幌大③札幌学院大⑤ 
北海学園化見大④化見工業大⑥馴 
路公立大 
▼女子 

化烟妻寞 の—8 化星大 
旭川教大 WIW 化星大 
裴爱奠 W — 9 旭川教大 
〔順位〕①化海道女子短大②化海 
道教育大旭川分校⑤化星学園大 


東化学を 


( W 月 5〜 8日/仙台市体育館一 


►男子1部 

岩手大 別—の 東北大 
東化福祉大 说—化 仙台大 
東北大 福島大 
東化学院大 別—の 仙台大 
東化證大 §5—撕 東北大 
仙台大 §5—巧 福島大 
東化学院大 東北大 
東化福祉大 如福島大 
東北学院大 WIW 岩手大 
岩手大 W — W 仙台大 
東化学晓大 福島大 
仙台大 巧—？^ 東北大 
東化福祉大 巧 岩手大 
岩手大 福島大 

東化学院大 東化福祉大 

〔順位〕①東化学院大③東化福祉 
大③岩手大④仙台大⑥東北大⑥福 
島大 

▼男子2部 

山形大 f 5 曰大工学部 
宮教大 §5—说 秋田大 
山形大 S — 巧 な前大 
宮教大 の 曰空学部 
山形大 お秋田大 
宮教大 巧 弘前大 
秋田大 曰空学部 
弘前大 如曰奎学部 
山形大 宮教大 
弘前大 挑—巧 秋田大 
〔順位〕①山形大②宮城教育大③ 
な前大④秋田大⑤日大工学部 


▼女子 

福島大 Tn 岩手大 
東北福斐 T 8 宮教大 
東北福祉大 T 5 岩手大 
福島大 宮教大 
岩手大 挑—7 宮教大 
東化福祉大 福島大 
( 順位〕①東北福祉大③福島大③ 
若手大④宮城教育大 
▼入替戟 

東化大 別 宮教大 
福島大 山形大 
※乘北大、福島大共に1部残留。 


関東学生 


▼男子1部 

早 大 別—巧 慶大 
筑波大 順大 
中 大 国古館大 
日体大 日大 
日体大 の 中大 
早 大 巧—の 順大 
筑波大 お慶大 
日 大 別国±館大 
日体大 慶大 
早 大 中大 
順 大 国±館大 
筑波大 日大 
日体大 順 大 
筑波大 把 IW 中大 
国±館大 慶 大 


—ム9— 
























法 大 ザ？^ 国武大 

国武大 お一化 巧大 
法 大ザ八 東経大 
東学大 S 51 W 青学大 
東海大 じ 東経大 
国武大 5 IW 青学大 
明 大のム法大 
拓 大 y W 東学大 
東海大 S — け 明大 
明 大 ず g 東経大 
東学大 の IW 国武大 
巧 大 S—S 青学大 
法 大 別—の 東海大 
〔順位】①法政大③東海大⑤明治 
大④国際武道大⑤東京学芸大⑥巧 
殖大⑦東京経済大⑧青山学院大 
▼男子3部 

上智大 巧東大 
芝浦工大 茨城大 

専 大茲ム 横糧大 

明星大 巧 専 大 
茨城大 東大 
上智大 東理大 
明星大 東理大 
横淚商大 S —9 上智大 
専 大 S — の を浦工大 
茨城大 横浜商大 
巧星大 別—23 東大 
尊 大 13—巧 上智大 
萊理大 東大 
明星大 茨城大 
檢接潮乂 g—s 茨浦工大 
丧 大巧ム芝浦美 
茨城大 専大 
明ぉ大 上智大 
靖お询人 東理大 


を浦工大 巧—の 東理工 
横お商大 東大 
明星大 別—巧 芝浦工大 
東理大 専 大 
上智大 リ茨城大 
東 大の 15 ^ 尊大 
茨城大 別—？3 東殖大 
芝浦工大 の IW 上智大 
横お商大 SIS 明星大 
〔順位〕①明星大②横お商科大⑤ 
茨城大④上智大⑥芝浦工業大⑥專 
修大⑦東京大⑧東京理科大 
▼男子4部 

武蔵工大 W I パ 駒大 
防衛大 一橋大 
立 大 マの 帝京大 
東工大 YU 東農大 

帝京大 東農大 
駒 大別ふ 一橋大 
立 大 東工大 
防衛大 の—じ 武蔵工大 
駒 大巧一の 東工大 
帝京大 お—^^ 防衛大 
一橋大 巧東農大 
武蔵工大 ^— S 立 大 
一橋大 巧 立 大 
東工大 Tn 防衛大 
武蔵工大 東農大 
駒 大 の帝京大 
一橋 大 巧 帝京大 
駒 大 の—23 東農大 
立 太 S — 巧 防衛大 
東工大 g—s 武蔵工大 
武蔵工大 帝京大 
立 大 £—52 駒大 
東農大 巧 防衛大 


東工大 21;^ 一橋大 
東農大 立 大 
帝京大 東工大 
武蔵工大 一橋大 
防衛大 駒大 
〔順位〕①武蔵工業大②立教大③ 
東京工業大④駒沢大⑥帝京大 ⑥I 
橋大⑦防衛大⑧東京農業大 
▼男子5部 

創価大 2—0 横お国大 
文教大 S—S 神奈川大 
千葉大 巧 明学大 
都留大 の 独協大 
千葉大 文教大 
創価大 都留大 
独協大 神奈川大 
横お国大 別—巧 明学大 
明学大 神奈川大 
横お国大 文教大 
干葉大 都留大 
創価大 独協太 
横お国大 別独協大 
千葉大 神奈川大 
文教大 の創価大 
明学大 巧— S 2 都留大 
明学大 創価大 
横お国大 化 干葉大 
文教大 W 1 W 独協大 
神奈川大 の一：^ 都留大 
明学大 独協大 
都留大 の I W 文教大 
横お国大 巧—リ 神奈 W 大 
千葉大 ^152 創価大 
千葉大 パー；？ 独協大 
横お国大 都留大 
神奈川大 創価大 


明学大 お一別 文教大 
〔順位〕①横浜国立大②千葉大③ 
明治学院大④文教大⑥創価大⑥神 
奈川大⑦都留文科大⑧独協大 

▼男子6部 

玉川大 巧埼玉大 
成膜大 横お市大 
亜 大 千葉工大 
東洋大 の 産能大 
産能大 埼玉大 
成膜大 千葉工大 
玉川大 別—の 東洋大 
横お市大 51 巧 巧大 
産能大 成躁大 
玉川大 亜大 
埼玉大 干葉工大 
横お市大 挑—^ 東洋大 
産能大 2—2 亜大 
玉川大 成膜大 
埼玉大 的—の 横お市大 
東洋大 お一干葉工大 
產能大 千葉工大 
玉川大 巧横濟市大 
埼玉大 成操大 
亜 大 東洋大 
産能大 WIS 横お市大 
玉川大 お一；2 干葉工大 
埼玉大 別 亚大 
成撥大 東洋大 
埼玉大 お—の 東洋大 
玉川大 別125 産能大 
成膜大 说 亜大 
横お市大 お千葉工大 
〔順位〕①玉川大②埼玉大③産能 
大④成躁大⑥横お市立大⑥亜細亜 
大⑦東洋大⑧干葉工業大 


►男子7部 A グル I プ 

工芸大 の—じ 外語大 
閲学大 別 I W 都立大 
杏林大 巧 東電大 
工芸大 工科大 
工芸大 東電大 
関学大 别 1 W 工科大 
都立大—巧 杏が大 
関学大 S — 巧 H 芸大 
外語大 工科大 
都立大 東電大 
関学大 杏林大 
東電大 化 工科大 
都立大 の I の エ芸大 
関学大 洗—巧 外語大 
杏林大 工科大 
外語大 S—W 東電大 
杏林大 挑 1 W 外語大 
都立大 工科大 
関学大 東電大 
杏林大 工芸大 
都立大 Tn 外語大 
〔順位〕①関東学院大②東京都立 
大③杏が大④東京エ尝大⑥東京外 
語大⑥東電学園大⑦東京工科大 
マ男子7部已グル1プ 
武蔵大 日工大 
情報大 の— :^ 帝巧大 
群馬大 Tn 日工大 
日工大 巧 帝巧大 
農工大 の—8 情報大 
群馬大 WIS 武藏大 
農工大 ^ — 8 帝技大 
農工大 武蔵大 
情報大 Tn 日工大 
群馬大 Y 9 帝な大 


一 30- 


憎報大 武蔵大 
群馬乂 情報大 
農 H 大 が—？3 日工大 
巧技大 化—$2 武蔵大 
群馬大 農工大 
〔順位〕①群馬大③お京農 H 大③ 
東京情報大@武蔵大⑥帝京技術科 
学大⑥日本工業大 
▼男子？部入替予選みを戦 
群馬乂 関学大 
都立火 農工大 
〔総合順位〕①群馬大③関東学院 
大雪を京部立大④東京農工大 
▼女子1部 

東女体大 東学大 
旨体大 東海大 
筑波大 日女体大 
東女体大 東学大 
日体大 東海大 
筑波大 日女体大 
衷女体大 TH 東海大 
日体大 日女体大 
筑波大 如—巧 東学大 
東女体た 東海大 
筑波大 東学大 
日体大 日女体大 
東女体大 甲が 日女体大 
筑波大 日体大 
乘海大 東学大 
東海大 東学大 
東女体大 別 IU 日女体大 
日体大 の筑波大 
東海大 日女体大 
筑波大 東女体大 
日体大 東学大 
日女体大 東海大 


日体大 お—目 東学大 
東女体大 筑波大 
筑波大 が—^:^ 東海大 
日体大 の東女体大 
日女体大 别—化 東学大 
日女体大 お一 9 東学大 
筑波大 T 9 東海大 
日体大 別 IW 東女体大 
〔順位〕①日本体育大②筑波大③ 
東京女子体育大④日本女子体育大 
⑥東海大⑥東京学芸大 
►女子2部 

千明短大 Tn 茨城大 
千明短大 お一 7 干葉大 
千明短大 お一 9 横お国大 
千明短大 f 5 支教大 
千明短大 別—8 玉川大 
千明短大 が 18 都留文大 
茨城大 千葉大 
茨城大 TH 横お国大 
茨城大 不明 文教大 
茨城大 T 6 玉川大 
茨城大 T 5 都留义大 
千葉大 の IW 横お国大 
千葉大 22— 巧 义教大 
千葉大 の—じ 玉川大 
千葉大 T 9 都留文大 
义教大 横滨国大 
文教大 玉川大 
文教大 巧—5 都留义大 
玉川大 横お国大 
玉川大 別都留文大 
横お国大 SIU 都留文大 
〔順位〕①干葉明徳短大②茨城大 
③千葉大④义教大⑤玉川大⑥横お 
国立大⑦都留文科大 


▼乂替戦 

関東学院大 说—卽 東洋大 
(7 部2位) (6 部7位) 
群馬大 挑—の 千葉工大 
(7 部1位) (6 部8位) 
埼玉大 の 都留义大 
(6 部2位) (日部7位) 
玉川大 独協大 
(6 部1位) (日部8位) 
モ葉大 防衛大 
(5 部2位) (4 部7位) 
東学大 53— 巧 千明短大 
(女1部6位)(女2部1位) 
横お国大 別 — S 東農大 
(日部1位) (4 部8位) 
東 大 立 大 
(3 部7位) (4 部2位) 
武蔵工大 巧—の 東理大 
(4 部1位) (3 部8位) 
東経大 22 IW 横浜商大 
(2 部7位) (3 部2位) 
明星大 W — 別 青学大 
(3 部1位) (2 部8位) 
東海大 巧—化 中大 
(2 部2位) (1 部7位) 
法 大 糾 —22 慶大 
(2 部1位) (1 部8位) 
※関東学院大、群馬大、埼玉大、 
玉川大、干葉大、横お国立大、武 
蔵工業大、明星大、東海大、法政 
大が昇格、東京大、東京経済大、 
東京学芸大(女子)が残留しまし 
た0 


化信越学生 


( W 月6〜 c ^/ 福井県営体育館) 

►男子1部 

福井大 巧—12 富山大 
新潟大 巧 金沢，工大 
新潟大 J ^ —巧 福井大 
金沢大 別—パ 富山大 
金沢工大 福井大 
新潟大 が IW 富山大 
金沢工大 金沢大 
新渴大 金沢大 
福井大 S — 巧 金沢大 
金沢工大 富山大 
〔順位〕①新潟大②金沢工大③福 
井大④金沢大⑥富山大 
y 男子2部 

金沢美大 長野大 
信州大 お一 9 富山医大 
信州大 SI 2 金沢美大 
富山医大 の—^:; 長戰大 
富山医大 化陸大 
信州大 長野大 
金沢美大 富山医大 
化陸大 の—9 長野大 
金沢美大 化陸大 
信州大 お化陸大 
〔順按①信州大②金沢美大③富 
山医薬大®化陸大⑥長邸大 
►女子 

新潟大 HIM 信州大 
金沢大 W —8 信州大 
富山大 HIn 新潟大 
金沢大 巧—9 新潟大 
富山大 Y 8 信州大 
富山大 金沢大 
〔順位〕①富山大②金沢大③新渴 
大④信州大 


や四国学生 


マ男子1部 

愛媛大 山口大 
愛媛大 じ広島大 
愛媛大 高知大 
愛媛大 松山大 
山口大 Yn 広島大 
山口大 高知大 
山口大 松山大 
広島大 パ1£:; 高知大 
広島大 松山大 
高知大 扣—じ 松山大 
〔順度①愛媛大⑤山□大⑤広島 
大④高知大⑥松山大 
►•男子2部 

徳山大 挑—の 香川大 
徳山大 岡山大 
徳山大 近畿大 
徳山大 島根大 
香川大 岡山大 
香川大 近畿大 
香川大 Tn 島很大 
岡山大 近畿大 
岡山大 TU 島根大 
近畿大 巧—巧 島根大 
〔順按①徳山大②香川大③岡山 
大④近畿大⑥島根大 
男子3部 

広島修道大 別—^2 鳥取大 
広島修道大 徳島大 
広島工業大 広島修道大 
広島工業大 徳島大 
鳥取大 広島工業大 
鳥取大 德島大 
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あらゆる用途の特殊細、そしてを種機械製品の供給を通じて未来 
社会の建設に参加している大同特殊縄。私たちのテクノロジーは、 
宇宙開発じ、原子力開発に、そしてあらゆるエレクトロニクス産業 
じ、いま大きく花開こうとしています。より豊かな明日を、あなたと 
ともじ築くためじ-〇 


^义同特夕朱銅 

本社干460名古屋巿中区绵 1 — 11— 18(異銀ビル) 
巧 (052)201 —5111 (大代） 

支社/まま 支 店/大ぉ 


〔順位〕①を島修道大⑤広島工業 
大③鳥取大④德島大 

女子！部 

に島大 巧—8 愛媛大 
広島大 2 — 9 高知大 
広島大 パ—巧 岡山県短 
愛媛大 KIU 高知大 
愛媛大 岡山県短 
高知大 化岡山県短 
〔順位〕①広島大②愛媛大③高知 
大④岡山県立短大 
▼ホ子2部 

香川大 ?9 岡山大 
香川大 T 1 岡山女短 
岡山大 S —8 岡山女短 
〔順位〕①香川大②岡山大③岡山 
女短大 


福岡県学生 


( W 月巧〜§5日/福岡大ほか) 

マ男子1部 

福岡大 が一巧 九州産大 
福岡大 1319 福教大 

福岡大 TM 乂留ホエ大 
福岡大 が九大 
福瞬大 東和大 
東が大 化 九州産大 
東和乂 T 9 福教大 
東和大 別1む 久窠実 
東が大 おーパ 九大 

化 大 s—n 久窠丟 
化 大 九州産大 
丸 大 别—茲 福教大 
备米工大 ^1^ 福教大 
ん留米工大 ^— W 九州産大 


福教大 姑—の 九州産大 

►巧子2部 

西南学院大 说 IW 熊本大 
西南学院大 お 153 産業医大 
西南学院大 が—の 長崎大 
萌南学院大 说—巧 長崎総料大 

熊本大 長崎大 
熊本大 5—4 産業医大 
熊本大 の—が 長崎総科大 
長崎総科大 g—s 産業医大 
長崎総科大 挑—22 長崎大 
長崎大 巧|^2 産業医大 
〔順位〕①西南学院大③熊本大③ 
長崎総合科学大④長崎大⑥産業医 
科大 

マ男子3部 

九工大 別—の 九州共立大 

九工大 お西桌芙 
九工大 の—別 福岡工大 
福岡工大 糾—巧 西晏美 
九州董大 福岡工大 
西日本工大 九州共立大 

〔順位〕①九州工業大②福岡工業 
大⑤九州共立大④西日本工業大 

►女子 

福岡大 が—8 長崎大 
福岡大 別 福教大 
福岡大 九女大 
福教大 巧—巧 九女大 
福教大 S—K 長崎大 
九女大 が一巧 長崎大 
〔順位〕①福岡大③福岡教育大⑤ 
九州女子大④長崎大 
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IttrraSiCSJIGER. 


■商品じついてのがか、をわせは巧巧を化アンックス;旨きを巧 i ちままでどうぞ 

〒巧0神戸市中ち区;き島や巧 7 T 目1ま1 TEL 邮 8) 303-リ33(専用）.の诚孤>3333は巧表） 
干！30ままがま巧区なホ 4 T 目10をり号 TEL 扣 3)624-1814( き田） .(03)624-2 巧 U 大巧ち） 

■ R はちアシックスの登巧を浮.です 


巧す会なアシックス 


t5nYcooy^ 

これが頃点。ソゥル•オリンピックの日+严邏手団に 
採用をれたスカイ八ンド"ジャパンが -S 

すべてのハンドボーラ I が注目していた、ソゥルでの口本選モ凹の活躍。 

をの銳い切れホむ、をの俊飯な走りら、このシユーダから生まれた。スカィハンド®ジャパンび— S 。 

ハンドボ I ルシユしスでは初めての蔵したびゲルがジャンプやシユ I 卜 など 激しい動きに よる 化への貧化を歸減するこ 
吸いつくよぅにグリップするスパィラルソールによって、ィンドアコートで威力を発揮。 

これは、胸をはって嘘いてほしいシユしスだ。 










お田淳子は、東洋証券が、/ 
巧きになっちゃったみた t 、でず。 


1日万円がら始める、あかるい財テク 



なお羊証券 

3 東吊が中み陵日本おい如 -S ■巧な：日 3 巧 7 が日目 1] 
■南ホ;ロンドン*こューヨーク-ち靖 
目啡度げ！ ■おを*大巧，に居一泌上な 


(財)日本ハンドボ—ル協会編 
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